
 

令和６年度第１回岩手県職業能力開発審議会 

 

日時 令和６年７月 18日（木）14時 00分～ 

場所 岩手県水産会館 ５階 大会議室 

 

次 第 

 

１ 開  会 

２ あいさつ 

３ 議  題 

 (1)  報告 

ア 令和５年度県立職業能力開発施設における学卒者訓練実施結果について  

（資料１-１、資料１-２） 

イ 令和６年度県立職業能力開発施設における学卒者訓練実施状況について 

（資料２-１、資料２-２） 

ウ 令和５年度卒業・修了年次生アンケート調査結果 (資料３) 

(2)  協議・意見交換 

ア 第 11次岩手県職業能力開発計画の令和５年度実績と令和６年度の取組みに 

ついて（資料４） 

イ これからの産業人材育成について 

４ そ の 他 

５ 閉  会 

 

※ 資 料 

  資料１-１  令和５年度県立職業能力開発施設における就職状況 

  資料１-２  県立職業能力開発施設の就職率の推移 

  資料２-１  令和６年度県立職業能力開発施設における入校・在校状況 

  資料２-２  県立職業能力開発施設の１年生の定員充足率の推移(入学(校)時点) 

  資料３   令和５年度卒業・修了年次生アンケート調査結果の概要 

  資料４    第 11次岩手県職業能力開発計画の令和５年度実績と令和６年度の取組み 
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岩手県商工労働観光部定住推進・雇用労働室 公共職業訓練連携推進員

岩手労働局 職業安定部長

岩手県教育委員会事務局学校教育室 首席指導主事兼産業・復興教育課長

岩手県商工労働観光部定住推進・雇用労働室 室長

岩手県商工労働観光部定住推進・雇用労働室 労働課長

3　事務局等

岩手県商工労働観光部定住推進・雇用労働室 会計年度任用職員

岩手県商工労働観光部ものづくり自動車産業振興室 主事

岩手県商工労働観光部定住推進・雇用労働室 特命課長

岩手県商工労働観光部定住推進・雇用労働室 主査

有限会社いわてにっかコミュニティ企画 代表取締役
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岩手県東北電力関連産業労働組合総連合 会長

岩手県社会福祉事業団職員労働組合 特別執行委員

全日本自動車産業労働組合総連合会岩手地方協議会 議長

岩手県高等学校長協会 工業部会長

国立大学法人岩手大学理工学部 教授

株式会社ホップス 代表取締役

株式会社エフビー 代表取締役社長

株式会社千葉建設 代表取締役社長

有限会社開運興業 代表取締役

令和６年度第１回岩手県職業能力開発審議会　出席者名簿

学   識
経験者
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事業主
代   表

関   係
労働者
代   表

特別委員

職　名　等

職業訓練法人釜石職業訓練協会 事務局長

公立大学法人岩手県立大学 名誉教授

学校法人スコーレ盛岡スコーレ高等学校 校長



令和６年４月15日現在

県内 県外 計①

メカトロニクス技術科 20 19 17 1 18 0 18 100.0% 94.4% 93.3% 1.1% 1

電子技術科 20 22 19 2 21 0 21 100.0% 90.5% 93.3% -2.8% 1

建築科 20 22 18 2 20 0 20 100.0% 90.0% 84.2% 5.8% 2

産業デザイン科 20 18 15 1 16 2 18 88.9% 93.8% 66.7% 27.1% 0

情報技術科 20 23 20 3 23 0 23 100.0% 87.0% 63.2% 23.8% 0

産業技術専攻科 応用
短期 1年 10 3 2 0 2 0 2 100.0% -% - － 1

110 107 91 9 100 2 102 98.0% 91.0% 77.8% 13.2% 5

生産技術科 20 13 8 5 13 0 13 100.0% 61.5% 71.4% -9.9% 0

電気技術科 20 6 6 0 6 0 6 100.0% 100.0% 83.3% 16.7% 0

建築設備科 20 15 13 2 15 0 15 100.0% 86.7% 81.8% 4.9% 0

60 34 27 7 34 0 34 100.0% 79.4% 80.0% -0.6% 0

170 141 118 16 134 2 136 98.5% 88.1% 78.3% 9.8% 5

自動車システム科
普通
(高卒) 2年 20 16 16 0 16 0 16 100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0

20 16 16 0 16 0 16 100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0

自動車システム科
普通
(高卒) 2年 15 13 12 1 13 0 13 100.0% 92.3% 100.0% -7.7% 0

金型技術科
普通
(高卒) 1年 10 5 4 1 5 0 5 100.0% 80.0% 100.0% － 0

25 18 16 2 18 0 18 100.0% 88.9% 100.0% -11.1% 0

自動車システム科
普通
(高卒) 2年 20 8 8 0 8 0 8 100.0% 100.0% 100.0% 0.0% 0

建築科 普通
(高卒) 2年 15 7 7 0 7 0 7 100.0% 100.0% 88.9% 11.1% 0

35 15 15 0 15 0 15 100.0% 100.0% 94.4% 5.6% 0

80 49 47 2 49 0 49 100.0% 95.9% 97.8% -1.9% 0

250 190 165 18 183 2 185 98.9% 90.2% 83.7% 6.5% 5

250 176 139 27 166 1 167 99.4% 83.7%

注）＊は企業派遣の訓練生数

【参考】令和５年度施設別求人状況

社 人

メカトロニクス技術科 19 203 203 

電子技術科 22 218 218 

建築科 22 183 183 

産業デザイン科 18 126 126 

情報技術科 23 179 179 

産業技術専攻科 3 155 155 

小　計 107 1,064 1,064 

生産技術科 13 227 227 

電気技術科 6 257 257 

建築設備科 15 239 239 

小　計 34 723 723 

千厩校 自動車システム科 16 97 940 

自動車システム科 13 95 1,193 

金型技術科 5 21 556 

小　計 18 116 1,749 

自動車システム科 8 108 1,028 

建築科 7 32 163 

小　計 15 140 1,191 

190 2,140 5,667 

176  1,970 5,174 

令和５年度県立職業能力開発施設における学卒者訓練実施結果（就職状況等）

施設名 訓練科名 課程
訓練
期間

定員
修了
者数

就職希望者の状況

進学
者等

就職内定者数
未定者
数②

合計
①+②

就職率
県内に事業所
がある企業へ
の就職率

令和4年度
県内に事業所
がある企業へ
の就職率

令和4年度
比

産
業
技
術
短
期
大
学
校

本
校

専門
(高卒)

2年

本校計

水
沢
校

専門
(高卒)

2年

水沢校計

短大計

千厩高等技術
専門校

計

宮古高等技術
専門校

計

二戸高等技術
専門校

計

能開校計

全施設合計

令和４年度実績

施　　設　　名
修了
者数

求人状況

県内 県外 計

社 人 社 人

産
業
技
術
短
期
大
学
校

矢巾校

92 92 111 111 

97 97         121 121 

98 98         85 85 

63 63         63 63 

78 78         101 101 

70 70         85 85 

498 498        566 566 

水沢校

106 106 121 121 

120 120        137 137 

123 

1,063 

123        116 116 

349 349        374 374 

1,566 

高
等
技
術
専
門
校

33 115 64 825 

宮古校

35 130 60 

14 118 

68 

14 53         7 503 

49 183        67 

1,562 1,143 4,105 

二戸校

50 372 58 656 

18 45         

令和４年度実績 905        1,312      1,065      3,862 

417        72 774 

全施設合計 997 

資料 １-１

＊



１．産業技術短期大学校 ２．職業能力開発校（高等技術専門校）

　（１）本校 　（１）千厩校

　（２）宮古校

　（２）水沢校 　（３）二戸校

県立職業能力開発施設の就職率の推移

　実線：●就職率　点線：▲県内就職率

　実線：●就職率　点線：▲県内就職率

職業能力開発校の就職率と県内就職率　　　　　　　　　　　産業技術短期大学校の就職率と県内就職率

資料 １ｰ２
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0%

50%

100%

150%

H29 H30 R01 R02 R03 R04 R05

建築科

H29 H30 R01 R02 R03 R04 R05 H29 H30 R01 R02 R03 R04 R05

メカトロニクス技術科 専2 20 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 56% 68% 64% 81% 87% 93% 94%

電子技術科 専2 20 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 85% 79% 81% 88% 85% 93% 91%

建築科 専2 20 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 96% 59% 91% 89% 94% 84% 90%

産業デザイン科 専2 20 100% 100% 94% 100% 91% 100% 89% 81% 65% 81% 61% 75% 67% 94%

情報技術科 専2 20 100% 100% 100% 100% 96% 100% 100% 70% 55% 81% 46% 65% 63% 87%

産業技術専攻科 応短1 10 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

生産技術科 専2 20 100% 100% 100% 100% 100% 88% 100% 92% 100% 75% 82% 77% 71% 62%

電気技術科 専2 20 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 85% 83% 64% 88% 79% 83% 100%

建築設備科 専2 20 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 80% 92% 72% 70% 86% 82% 87%

170 100% 100% 99% 100% 98% 99% 99% 81% 75% 77% 74% 80% 78% 88%

就職率 県内就職率
定員

短大計

施設名 訓練科名 課程

産
業
技
術
短
期
大
学
校

本
校

水
沢
校

H29 H30 R01 R02 R03 R04 R05 H29 H30 R01 R02 R03 R04 R05

千厩 自動車システム科 普2 20 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 88% 94% 93% 80% 100% 100% 100%

自動車システム科 普2 15 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 91% 100% 100% 100% 100% 92%

金型技術科 普1 10 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 80%

自動車システム科 普2 20 94% 100% 100% 100% 100% 100% 100% 94% 100% 100% 100% 100% 100% 100%

建築科 普2 15 100% 92% 100% 100% 100% 100% 100% 71% 77% 60% 89% 88% 89% 100%

80 98% 98% 100% 100% 100% 100% 100% 86% 92% 90% 92% 97% 98% 96%

二
戸

施設名 訓練科名 課程 定員
県内就職率就職率

能開校計

職
業
能
力
開
発
校

宮
古



令和6年4月19日

訓練科名 課程 学年 定員
応募
者数

入校
者数

在校
者数

定　員
充足率

うち
女子

うち
県外

備考

1年 20 13 12 12 60.0% 0 0

2年 20 17 16 80.0% 0 0

1年 20 10 18 18 90.0% 1 0

2年 20 20 20 100.0% 1 2

1年 20 29 20 20 100.0% 5 0

2年 20 22 20 100.0% 6 0

1年 20 28 24 25 125.0% 16 0

2年 20 21 21 105.0% 19 1

1年 20 67 20 20 100.0% 1 0

2年 20 24 23 115.0% 1 0

産業技術専攻科
応用
短期 1年 10 2 2 2 20.0% 0 0

210 200 197 93.8% 50 3

1年 20 14 13 14 70.0% 0 0

2年 20 11 10 50.0% 3 1

1年 20 6 5 6 30.0% 0 0

2年 20 16 14 70.0% 0 0

1年 20 7 9 9 45.0% 1 0

2年 20 11 11 55.0% 0 0

120 65 64 53.3% 4 1

330 265 261 79.1% 54 4

1年 170 176 123 126 74.1% 24 0

2年 160 142 135 84.4% 30 4

1年 20 13 12 12 60.0% 1 1

2年 20 13 9 45.0% 0 0

40 25 21 52.5% 1 1

1年 15 10 9 9 60.0% 0 0

2年 15 11 5 33.3% 0 0

金型技術科 普通(高卒) 1年 10 3 2 2 20.0% 0 0

40 22 16 40.0% 0 0

1年 20 16 11 11 55.0% 0 1

2年 20 10 5 25.0% 0 0

1年 15 5 5 5 33.3% 0 0

2年 15 5 5 33.3% 0 0

70 31 26 37.1% 0 1

150 78 63 42.0% 1 2

1年 80 47 39 39 48.8% 1 2

2年 70 39 24 34.3% 0 0

1年 250 223 162 165 66.0% 25 2

2年 230 181 159 69.1% 30 4

480 343 324 67.5% 55 6

※ 応募者数は第一志望の応募者数である

※ 入校者数については、第二志望での合格者も含む

令和６年度県立職業能力開発施設における入校・在校状況

施設名

産
業
技
術
短
期
大
学
校

本
校

メカトロニクス技術科

専門
(高卒)

電子技術科

建築科

産業デザイン科

情報技術科

矢巾校計

水
沢
校

生産技術科

専門
(高卒)

電気技術科

建築設備科

水沢校計

普通
(高卒)

建築科
普通
(高卒)

計

短大計

短大学年別

千厩高等技術
専門校

自動車システム科
普通
(高卒)

計

能開校計

能開校学年別

全施設学年別

全施設合計

宮古高等技術
専門校

自動車システム科
普通
(高卒)

計

二戸高等技術
専門校

自動車システム科

資料２－１



１．産業技術短期大学校 ２．職業能力開発校（高等技術専門校）

産業技術短期大学校の定員充足率

　（１）矢巾校 　（１）千厩校

　（２）宮古校

　（２）水沢校 　（３）二戸校

県立職業能力開発施設の1年生の定員充足率の推移（入学（校）時点）

職業能力開発校の定員充足率

資料 ２－２
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岩手県高校卒業予定者数
※岩手県教育委員会資料を基に作成人

年度

(年度) R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17 R18

高校卒業予定者数 11,079 10,625 9,982 10,297 10,015 9,935 9,726 9,558 9,270 9,128 9,040 8,425 8,385 8,307 7,923 7,445

H29 H30 H31 R02 R03 R04 R05 R06

メカトロニクス技術科 専2 20 105% 110% 90% 90% 90% 110% 90% 60%

電子技術科 専2 20 110% 105% 110% 120% 90% 110% 100% 90%

建築科 専2 20 135% 120% 105% 95% 115% 110% 110% 100%

産業デザイン科 専2 20 95% 95% 100% 120% 105% 105% 115% 125%

情報技術科 専2 20 115% 105% 110% 125% 100% 115% 120% 100%

産業技術専攻科 応短1 10 30% 40% 20% 40% 30% 30% 50% 20%

生産技術科 専2 20 90% 95% 50% 85% 40% 65% 55% 70%

電気技術科 専2 20 100% 75% 50% 90% 75% 35% 80% 30%

建築設備科 専2 20 125% 95% 60% 100% 60% 75% 55% 45%

170 101% 96% 81% 99% 89% 87% 88% 74%

定員訓練科名 課程施設名
入校状況（定員充足率）

産
業
技
術
短
期
大
学
校

本
校

水
沢
校

短大計

H29 H30 H31 R02 R03 R04 R05 R06

千厩 自動車システム科 普2 20 95% 75% 85% 50% 65% 85% 65% 60%

自動車システム科 普2 15 93% 93% 60% 60% 60% 113% 73% 60%

金型技術科 普1 10 30% 60% 20% 30% 0% 60% 50% 20%

自動車システム科 普2 20 105% 75% 75% 100% 50% 45% 50% 55%

建築科 普2 15 93% 67% 60% 53% 67% 53% 33% 33%

80 85% 75% 65% 63% 53% 71% 55% 49%

定員
入校状況（定員充足率）

能開校計

職
業
能
力
開
発
校

宮
古

二
戸

施設名 訓練科名 課程



 

問 １  所属と回答数（修了者数）：回答率92.6％ 

施設名 訓練科名  
 

施設名 訓練科名  

産業技術短期 
大学校本校 

メカトロニクス技術科 
18 

（19） 
 
 産業技術短期 

大学校水沢校 

電気技術科 
５ 

（６） 

電子技術科 
19 

（22） 

 
建築設備科 

11 
（15） 

建築科 
21 

（22） 
 千厩高等技術 

専門校 
自動車システム科 

16 
（16） 

産業デザイン科 
18 

（18） 

 

宮古高等技術 
専門校 

自動車システム科 
13 

（13） 

情報技術科 
22 

（23） 

 
金型技術科 

５ 
（５） 

産業技術専攻科 
２ 

（３） 

 

二戸高等技術 
専門校 

自動車システム科 
８ 

（８） 

産業技術短期 
大学校水沢校 

生産技術科 
11 

（13） 

 
建築科 

７ 
（７） 

                                  合計176人（190人）(R04年度173人)［R03年度192人］ 

以下、上位回答 順にR5回答、R4回答、R3回答 

問 ２ 出身地       ①県南部31.8%(37.6%)[33.2] ②盛岡22.2%(19.1%)[23.2]  ③県央部16.5%(13.9%)[12.6%] 

【入学について】 

問 ３ 第何志望ですか   ①第１志望 88.6%  ②第２志望 9.7%    ③第３志望以下 1.7% 

【進路について】 

問 ４ 進路        ①就職 97.7%(94.2)[94.7]   ②進学2.3%(3.5)[4.2]     ③その他 －%(1.7)[ 0.5] 
問 ５ 就職先        ①岩手県 72.7%(70.6)[71.1] ②首都圏 10.2%(13.5)[17.8]   ③宮城県 6.8%(7.4)[6.1]  

問 ６ 就職先は希望どおりか ①第１志望 73.3%(63.2)[63.2] ②第１志望に近い 20.5%(27.0)[27.0] 

問 ７ 就職先を意識した時期 ①１年後半45.1%(48.6)[39.1]   ②入学以前21.0%(21.7)[24.9] 

問 ８ 当初の希望とその結果 ①県内→県内59.7%(62.7)[64.6]  ②県外→県外16.5%(19.3)[19.4]  

③県外→県内11.4%(9.9)[8.6] ④県内→県外6.8％（8.1％）[7.4％] 

問 ９ 地域を選択した理由（3位までに選んだ延べ人数） 

①働きたい企業有 104人  ②私生活が充実 77人  ③夢に挑戦 74人 

問 10 どのような会社を選択したか（3位までに選んだ延べ人数） 

 ①やりたい仕事(職種) 80人  ②安定 70人  ③将来性 54人  

問11 就職先で重視すること(1位選択率) 

①職種31.8%(33.5%)[46.9]  ②企業27.3%(17.9)[11.1]  ③地域20.5%(23.6%)[24.6] 

問12 将来Uターンを考えているか 63/176 ①考えている(合計) 31.7%  ②考えていない・わからない68.3% 

【学校生活全般について】 ①満足及びどちらかといえば満足の割合  施設別満足度 

問13 (1)学習のサポート環境  89.2% (95.9)［97.8］ 矢巾 96.0  水沢 85.2   千厩 56.3    宮古 83.3  二戸 93.3 

(2)施設の環境          87.5% (92.5)［89.8］ 矢巾 93.0  水沢 88.9   千厩 37.5    宮古 88.9  二戸 100 

(3)訓練設備の環境      86.9% (89.4)［93.1］ 矢巾 87.0  水沢 96.3   千厩68.8     宮古 83.3   二戸93.3 

(4)経済的支援制度      92.0% (95.0)［95.7］ 矢巾 93.0  水沢 88.9   千厩 87.5    宮古 94.4   二戸 93.3 

(5)寄宿舎施設の環境    73.0% (71.9)［80.2］ 矢巾 80.0  水沢 70.6   千厩 50.0   宮古 42.9   二戸 77.8 

(6)事務室の対応      92.6% (89.4)［96.9］ 矢巾 91.0  水沢 92.6  千厩 93.8    宮古 94.4  二戸 100 

問 17 学生生活は充実していましたか  ①とても充実していた 40.9%      ②やや充実していた 49.4%   

③あまり充実していなかった7.4%  ④まったく充実していなかった 2.3％ 

令和５年度 卒業・修了年次生アンケート調査結果の概要 

資料３

021221
長方形



他に受験した学校

メカトロニクス技術科 秋田県立大学

矢巾校　情報技術科

矢巾校　建築科

電子技術科 矢巾校　情報技術科

岩手県理工学部

建築科 前橋工科大学

情報技術科 岩手県立大学

岩手県立大学ソフトウェア情報学部生産技術科 矢巾校　情報技術科

電気技術科 矢巾校　情報技術科

建築設備科 矢巾校　建築科

問３「第２志望」「第３志望以下」とお答えの方にお聞きします。他に受験した学校名

及び学科名などをご記入ください。

水

沢

校

矢

巾

校

盛岡市 22.2%

矢巾町 4%

県央部 16%

県南部 32%

沿岸部 15%

県北部 9%

岩手県以外の東北地方 1% 東北以外の国内 1%

問２出身地はどこですか

第１志望

88.6%

第２志望

9.7%

第３志望以下

1.7%

問３本校は第１志望でしたか

就職 97.7%

進学 2.3%

問４ 進路は次のうちどれですか



岩手県

72.7%
首都圏10%

宮城県

6.8%

未定4%

１から８以外の国内

2.8%

無回答

2.3%

北海道0.6%

福島県0.6%

問５卒業・修了後の就職先は、

次のうちどこですか

第１希望

73.3%

第１希望に近い

20.5%

希望どおりではない 2.8%

未定 1.1% 無回答 2.3%

問６就職先は希望どおりでしたか？

入学以前

23.3%

１年前半

11.4%

１年後半

44.9%

２年前半

14.2%

２年後半 2.8%
無回答 3.4%

問７意識し始めた時期はいつですか

県内希望→県内

59.7%

県内希望→県外 6.8%

県外希望→県内

11.4%

県外希望→県外

16.5%

無回答 5.7%

問８就職先の当初の希望と結果



1 一ノ関から近い地域で考えていたから

2 どこでもよかったが県内になった

3 入学時は県外に出たくなかったが、入学してから県外に行きたくなった。

4 恋人がいたから

5 建築士の資格を取る際、家族の協力や会社の協力が厚い方が良いと思ったから

6 どうしてもっていうわけではなかったので地域が変わった

7 県外に行きたい理由が一人暮らしをしたいというものしかなかったから

8 県外を希望していたが、県外での就活がうまくいかず県内での就職も視野に入れたから。

9 身近な地域に希望する職業があることを知ったため

10 県外に行く理由がなくなった

11 企業に希望していた勤務地と異なる地域に配属された

12 特になし

13 落ちたから

14 実家のほうがお金たまるから。

1 地元へのこだわりがあまり無かったから

2 会社の会議により第二希望の宮城県になったため

3 親の反対

4 就職先の都合

1 地元に貢献したかったから。

2 知識と技術を身に付けたかったから。

1 県外に出て色々なことを学びたいと思ったから。

2 岩手県の魅力に気付いた

1 希望勤務地は仙台だったが盛岡に配属されそうだから

2 実際に会社見学をしたため

3 やりたいことが岩手でしかみつからなかった

1 自分の事を過去の経験と紐づけて考える必要がある

2

面接で綺麗事を並べる必要は一切ない。自らハードルを上げて就職後に「あれ？こういう人なん
だ...面接の時と違うな...」と幻滅されて評価を下げるだけ。それならば初めから割り切って喋る
方が信頼されやすいし喋りやすい。私は普段の趣味を「麻雀・ゲーム・パチスロ」と正直に話した
結果話が弾み和やかな雰囲気になった。おそらく他の企業だと微妙な空気になってしまう為ラッ
キーだった。終わり良ければすべて良し精神でいこう

3 頑張ればなんとかなる

4
自分は就職したい企業を選ぶ際、バタバタしていた覚えがある。後輩の皆さんにはできるだけ早く
就職に目を向けてもらって、第1志望の企業に入って欲しいと思います。

5 将来性を考える
6 いろんな資格とっといた方がいい。例えば、ITパスポートと日商簿記2級以上
7 特に設計職は自分で探さなければほとんど見つかりません。頑張って探してください。
8 気になる企業は積極的に会社見学をする他、実際に先輩や先生の意見を聞いてみること。

9 自分の目的を明確にしておけば、どんな企業においても芯の通った志望理由を考えられると思う。

10 　趣味を持ったほうが良い。

11
県外に就職したくても、その企業がインターンシップをすることが条件の場合、違う県で短大に通
い、毎日学校が夕方まである場合は行けないので就活が不利だなと感じていた。

12 学科にとらわれずやりたいことを考える
13 何事も早めに行おう
14 早めにやろう
15 就職マッチングフェアはおすすめです。
16 資格は大切
17 がんばれ
18 公開しないように。やりたいことを。
19 早めに就活すると良いと思います
20 1年生の前半から、ある程度企業について調べた方がいいと思います。
1 求人票の基本給やボーナスだけを見ないで全体の情報収集をしてください

2 思ったより早めに行動した方が良い

3 早めに就活した方がいい
4 就活は早めに取り掛かる

5
この学校は就活は受ければ絶対受かる、という空気が流れているが、本来はそのようなことはな
い。何度落選してもおかしくない。だから落ちたとしてもくよくよせず次の目標に向けて頑張って
ほしい。また落ちた人に対してからかったり馬鹿にしないでほしい。

水
沢
校

矢
巾
校

問８　就職する地域が変わった理由（２県内→県外、３県外→県内と回答した方）

矢
巾
校

就職活動をとおして、気づいた点、要望、後輩へのアドバイスなど
自由に記入してください。

水
沢
校

二
戸
校

千厩校

宮古校



1 会社見学で自分の知りたいこと等をたくさん聞く。自分の中で優先順位を決めて企業を選ぶ。

2 頑張ってください。
3 就職しようと考えている会社の方に色々話を聞いて情報を集めること。

1
・就職したい企業の社員の年齢分布を確認すること
・人と話すことに耐性を持たない事
・疑問を持つ習慣をつけること。

2
自分が受けたい会社、通いやすい所を就職希望して、会社の雰囲気はインターンとかで一週間働い
てみればわかるので、最初自分が行きたいとｋを希望した法がいいと思う。

3 企業の事を知れるセミナーなどの回数を増やしていただきたい。
4 自分の思いをしっかり伝えること。
5 早めにどの企業に就職するのかを考えた方が良い
6 自分の言いたいことをちゃんと言えれば受かります
7
1 会社のことは事前にしっかりと調べた方が良い。

2 給料や休みの多さだけで決めるのではなく、自分のやりたいことを重視した方が良いと思います。

3 字はめんどくさくても綺麗に書ける方がいいです。

二戸校

宮
古
校

千厩校

就職活動をとおして、気づいた点、要望、後輩へのアドバイスなど
自由に記入してください。



1位

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

0

2位

番号

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

3位

番号

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

22

23

24

25

26

3位

番号

0

1

2

3

4

企業 地域に貢献 夢 自分の出身地私生活が充実 教員の薦め 家族の薦め
実家を出た

かった

実家にいた

かった
友人、恋人 その他 無回答

3位 18人 27人 28人 24人 24人 6人 8人 10人 10人 12人 3人 6人

2位 40人 18人 25人 19人 29人 5人 7人 4人 10人 9人 4人 6人

１位 46人 13人 21人 26人 24人 4人 3人 13人 9人 5人 6人 6人

0人

20人

40人

60人

80人

100人

120人

問９ 就職する地域を選択した理由について、重視した順に３つ選択し、番号を記入してください。

(延べ人数） １位 2位 3位

仕事

（職

種）

安定
福利厚

生

転勤が

ない

実家か

ら通勤
将来性 有名 社風

若手が

活躍
勤務地 給料

休日・

休暇

海外で

活躍

親等の

推薦

入社実

績

教員の

推薦
多角化

続けら

れる

働きが

い
親しみ

いろい

ろ経験

差別が

ない
その他

３位 11人 21人 14人 16人 2人 5人 21人 21人 9人 0人 1人 1人 5人 0人 1人 0人 1人 16人 2人 2人 2人 0人 12人

２位 21人 22人 7人 15人 9人 3人 17人 23人 8人 0人 1人 0人 5人 1人 2人 0人 2人 13人 3人 1人 1人 1人 6人

１位 38人 11人 2人 49人 5人 6人 14人 8人 5人 1人 0人 0人 6人 0人 2人 0人 0人 6人 0人 1人 1人 1人 4人

0人

10人

20人

30人

40人

50人

60人

70人

80人

90人

問10 就職先（企業等）を考える際、どのような会社を重視しして選びましたか。順に３つ選択してください。

（延べ人数）
１位 ２位 ３位



職種 32.9% 業種 34.1% 企業 30.6% 地域 42.4%

企業 28.2% 職種 33.5% 業種 28.8% 企業 30.6%

地域 21.2% 地域 21.8% 職種 25.9% 業種 19.4%

第１位から第4位までの選択別の割合

企業→業種→職種→地域 11.2%

職種→業種→企業→地域 10.7%

業種→職種→企業→地域 8.9%

地域→職種→業種→企業 7.7%

職種→地域→業種→企業 7.1%

企業→職種→業種→地域 7.1%

職種→業種→地域→企業 6.5%

企業→地域→職種→業種 5.3%

地域→職種→企業→業種 4.7%

職種→地域→企業→業種 4.1%

地域→業種→職種→企業 3.6%

業種→地域→職種→企業 3.0%

企業→職種→地域→業種 3.0%

職種→企業→業種→地域 3.0%

業種→職種→地域→企業 2.4%

地域→企業→業種→職種 2.4%

地域→業種→企業→職種 1.8%

業種→企業→職種→地域 1.8%

業種→企業→地域→職種 1.2%

職種→企業→地域→業種 1.2%

地域→企業→職種→業種 1.2%

企業→地域→業種→職種 1.2%

業種→地域→企業→職種 0.6%

企業→業種→地域→職種 0.6%

４

位

3

位

2

位

1

位

問11 就職を考える際、次の中で重視するものはどれですか。（第1位から第4位まで選択）【回答数170名】



57%

20%

59%

47%

49%

51%

35%

16%

34%

40%

39%

38%

4%

9%

3%

8%

8%

6%

1%

5%

2%

4%

4%

3%

2.3%

49.4%

3.4%

1.1%

0.6%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（６）事務室の対応

（５）学生寮など寄宿舎施設の充実度

（４）学生の経済的支援制度（奨学金、授業料免

除）の充実度

（３）工具類やＰＣ、実習装置等の訓練設備の充

実度

（２）教室等の各種訓練施設の環境

（１）学習・生活をサポートしてくれる環境

問13 学校生活環境について、どのくらい満足していますか。

満 足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満 不 満 無回答



1
2年メカトロの教室に冷房がない。終わってる。職業訓練校と名乗る割にはなかなか劣悪な職場
環境を再現して頂いている。「このくらい我慢しないと社会で通用しない」と言うならばこんな
会社喜んで退社したい。

2 教室にエアコンも扇風機もないこと
3 寒い暑いロッカーが遠い
4 インターネットが弱い
1 寒いと集中力が落ちる
2 夏に冷房が機能していないときがあった

1
エアコンがなく教室が暑くて授業に集中できない。実習場の扉が危険のまま放置。実習場の
シャッターが壊れて不便。教材車の駐車場が砂利でぬかるんでいる。教室の隙間風が寒い。カー
テンが短く日光でホワイトボードが見えずらい。

2 設備（教室）が遅れている。耐久性に欠けていると思う。
3 設備の故障。エアコンが無く夏は暑い。トイレにウォシュレットが無い。
4 教室にカマドウマが出る。立て付けが悪いところがある。
5 エアコンがない。モニターが見えにくい。
6 教室にエアコンが無く暑い。

7
ストーブやヒーターを使用しても一部の人だけが暖かく、カイロやブランケットを使用しても体
温調整が難しい。女子トイレが体育館にしか無く、使用したいときに使用できなかった時があっ
た。

8 教室などによく虫が出る。ホワイトボードに映された映像が見にくい。
9 虫が大量に出る。教室に冷蔵庫が無い。
1 エアコンがほしいから
2 ストーブの燃料消費が激しい

1
PC実習室のパソコンの回線が遅かったり、データを開く際にブルスクを吐いたりと色々不憫が
あった。

2
コンピュータ実習室のパソコンの処理速度などが悪くオープンデータなどを開くとブルースク
リーンになりパソコンが落ちてしまうので不満です

3

コンピュータ制御実習室のパソコンの故障率が凄い。何をどうしたらディスクの使用率100%で張
り付いてまともに動作しないのだろうか。普通に使えるようになるまで15分かかるパソコンで授
業させといて「もっとはやく起動させれば授業に間に合った」と説教された時はさすがに理不尽
極まりないと感じた。「このくらい社会では普通にあるから我慢して使え」と言うならば私は喜
んで退社しよう。劣悪な職場環境を再現して頂き感謝している。

4 PCの動作が正常でない時が多い
5 パソコンが遅い
6 ラグすぎる

7
卒業研究では特に感じたが容量の大きなファイルを扱うとソフトが落ちる、フリーズするなどの
不具合がかなり起きた。

8
壊れていたりPCによって設定がちがいすぎて使いにくいWindowのパソコンに触れる機会があまり
にもなさ過ぎる

1
工具のキャビンが古く使いずらい。リフトの動きが悪く不安。パソコンやオシロスコープが壊れ
た状態で操作しずらい。

2 新しいものや人数分足りなかった等多発したため。
3 シャッターが開かない。旋盤も使いたかった。
4 足りない工具が大量にある。壊れているのにそのままにしている。
1 工具類が少ない
2 PCが古くて使いづらいから
3 夏は暑い、冬は寒い

二戸校 1 壊れて使えない機械が多いからです。

宮
古
校

問14　問13（２）で「教室等、各種訓練を実施する施設の環境」が「３」（どちらかといえば不
満）、「４」（不満）と答えた方にお聞きします。その理由は何ですか。

水沢校

矢
巾
校

千
厩
校

宮古校

問15　問13（３）で「工具類やＰＣ、実習装置等の訓練設備の環境」が「３」（どちらかといえ
ば不満）、「４」（不満）と答えた方にお聞きします。その理由は何ですか。

矢
巾
校

千
厩
校



1 洗濯機が汚い。

2
居心地が悪く、落ち着かない環境だから。管理人がこちらの意見を聞いてくれないから。

3 部屋の音が漏れてうるさい。お風呂が汚い。

4
清掃業者による共用スペースの掃除が行き届いていないから。毎日清掃してもらいたい。

5 門限が早い

6 規則が厳しすぎた。

7 共有設備が多い。不便。

8 門限がある（10時）

9
手続きや連絡などがアナログなのでとても不便。連絡などはもはや受け取れないこともあるため
全てスマホでやり取りできるようにするべき

1 エアコンがなく夏だと部屋がすごい熱い。

2 エアコンが欲しい、寮が少し早く閉まる

3 壁が薄く、防音性がない。

1 お風呂をもう少し綺麗にして欲しい。夕食の時間を６時以降にして欲しい。

2
全体的に清潔感が無い。エアコンが無く夏は暑い。トイレにウォシュレットが無い。休日の食事
提供が無く毎週帰省しなければならない。

3 古い。虫が大量に出る。水が汚い。エアコンが無いので不快。

1 WiFiがない

2 門限が21時は早い、ルールが多い。

3 門限が早い

4 全体的に古く、隙間風邪が寒い

1 家電製品を持ち込めない。エアコンが一つの部屋にしかない。

2 夏はエアコンが無いから寝苦しい

千
厩
校

宮
古
校

二戸校

問16　問13（５）で「学生寮など寄宿舎施設の環境（※寮生のみ回答して下さい）」が「３」
（どちらかといえば不満）、「４」（不満）と答えた方にお聞きします。その理由は何ですか。

矢
巾
校

水
沢
校



1 カリキュラムは充実していたが、卒業研究発表会などの行事のスケジュールが少し忙し
かった。

2 楽しく学生生活を遅れました

3 入学して1ヶ月で後悔した。なんなら高校の後輩に入学しない方が良いと熱弁するくらい
だった。同級生に会うために来てるようなものだ。

4 初めは馴染むまで時間かかったが、友達と先生のおかげで楽しめました。
5 実習設備が充実していた
6 卒研時間少ない以外は可
7 2年間で，多くのことを学べたから．
8 忙しかったが、学びたいことを学べたから。
9 特に困るようなこともなく学ぶことができたから
10 イベントやサークルが楽しかったから
11 やりたいことができた
12 体育祭や学園祭といったイベントが思ったよりあったから

13 勉強したことないことばかりでついていくのに必死だったがなんだかんだ楽しかった。
サークルや学校行事が充実してたのもあると思う。

14 友達が最高だった

15
先生方の親切さや熱意がとてもよく伝わった。人数が少ない分友情が深まった。卒業研
究のような自主的な活動も多く、自分の力が発揮できたと思う。2年というとても短い期
間ではあったが、内容の濃い2年間だったと思う。

16 2年で学ぶことが多かったから

17 設備や環境は充実していたためほぼ不自由なく授業を受けられたが、自分自身の取り組
みは十分ではなかったと感じた。

18 　2級建築施工管理技士の一次試験に合格できたから。

19 自分の将来について考える機会が多く、また、将来につながる技術や知識を習得できた
から。

20 就職のサポートも厚く、学校行事にも力を入れており楽しかった
21 設備が整っていたため、ある程度作りたいものを作ることができた。
22 色んなことを学べたり、実習が多くあり、行事なども充実していた。
23 課題を終わらせることで手一杯
24 バイトも学業も両立できた
25 授業、行事どちらも楽しかった。先生は面白い人が多く、友人関係も良好だった。
26 楽しかった
27 今までの学校生活で一番楽しかった．
28 先生、生徒がとても良い人で生活しやすい環境でした
29 話の合う友達ができて一緒に話せて楽しかったから
30 就職ができたこと
31 いろんなこと学べて就職できたから
32 授業多い
33 楽しかった。知識が付いた。就職はほぼ希望通り。
34 楽しく学べたから

35 プログラミングをはじめ、後々まで役に立つような、様々なことを学ぶことができたか
ら。

問17　本校に入学してから、これまでを振り返ってみて、学生生活は充実していました
か。また、その理由は何ですか。

矢
巾
校

とても充実していた

40.9%

やや充実していた

49.4%

あまり充実していなかった 7.4%

まったく充実していなかった

2.3%



問17　本校に入学してから、これまでを振り返ってみて、学生生活は充実していました
か。また、その理由は何ですか。

1 就職活動にて、サポートが手厚かった。

2 技能五輪の練習に時間をとられた。
予選までやるとの約束から大きく変わり、全国大会まで連れてかれ、ポリテックビジョ
ンに無理やり参加させられた。学校に午前5時まで残るのはさすがにおかしい。

3 クラスメイトや先生方に恵まれていた

4 自分の知らなかった知識や技術をたくさん学ぶことができたしこれからに活かせると
思った

5 色んな人と出会えた
6 楽しかった
7 tanosikattakara
8 後輩や他の科の学生たちと仲良くなれたから。
1 なんだかんだ言って楽しかった。

2 学校でとてもいい経験を積めた。分からいことは聞いたり就活でもアドバイスしてくれ
たり、とても楽しかった。

3 学校生活よりアルバイトの方が充実していた。頑張る気力が出なかった。

4 後半自分の力の無さやゆるみがあり学校自体に不満を抱えていたが、それは全部自分の
せいなので直したいと思った。

5
少人数であるため分かるまで教えてもらえることや希望の就職先につきやすいところ。

6 車の構造はおおまかに理解できたが、教材車が古いため新しい機構に触れられる機会が
少なかった。

7 体調があまりよくなく、授業の欠席を希望したが聞いてもらえなかった。
8 おもしろい友達に恵まれた。
9 先生のサポートもあり、知識を０から１まで増やせたから。
10 学習面がサボリぎみだったので、充実しているとは言えないため。
11 色々な事をしながら整備士になるための勉強をすることが出来た。

12 自分の理解できるペースと授業のペースが合わず、理解するのに時間がかかることが
あったが、球技大会や研修旅行で良い思い出を作ることが出来た。

13 仲間といた時間は楽しかった。
14 知らないことを学べることが出来た。

15

最後の実習の故障探求が長すぎる。文章だけ読む授業がある。発言しずらい環境。車を
置く場所が木の下で傷がついた。新しい車を使った実習がもっと欲しかった。シャシダ
イナモを使ってみたかった。虫が大量に出たので不快だった。面接練習をもっとした
かった。

1 年齢的な焦りもあったため充実しきっていたかと問われると難しいと感じた
2 楽しく学生生活を充実した
3 自動車に関する知識、整備技術を身につけることができた。
4 学校生活は、男子校みたいなのりで楽しかったです。
5 まだわかっていないものを頑張って覚えてわかっていくのが良かった

6 授業を通して知識を身につけ、実習を行い、技術力を向上させる事ができたのでとても
充実したと思う

7 辞めずに2年間過ごせたから
8 資格の勉強に集中できるため

9 上手くいかないことばかりだけど、友人達や廻りの方達が助けてくれたこともあるの
で、充実した学校生活だったと思いました。

10 資格の取得に向けて勉強に集中することができ充実していた。
11 勉強を頑張れたが学校での生活で不便が多かったから。
12 知識が得られると共に、生活習慣が整ったから
13 様々な知識を学ぶことができたから
14 技術を身につけられた
15 技術を身につけれたから
16 技術が身に付いたから
17 成長していると感じた。

千
厩
校

宮
古
校
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校



問17　本校に入学してから、これまでを振り返ってみて、学生生活は充実していました
か。また、その理由は何ですか。

1 明確に自分の成長に繋げられたから。
2 とても楽しかった？？
3 整備士になるための知識や技能を身に付けることができたと思うから。
4 授業や実習だけでなく、大会を通して学べる点が非常に大きかったから
5 学びたいことを学べたから
6 色々な体験ができた
7 競技会等で自分の力を確かめることができたから
8 技術を身に付け資格も取得できた

二
戸
校



学校生活全般について、気づいた点、要望などがあれば自由に記入してください。

1 物価大変だと思いますが限界短大生はお金が無いので、もうちょい安く出来るとありがたかった。あと
献立表がたまに間違ってます。

2 学生も怠慢な人が多いが教員もなかなかだと感じた。実習で扱う機械の使用方法を教えると言ったはず
が逆に学生に教えられ、まともに授業が成り立っていなかった時は「授業料の返還求めても通るくらい
なのでは？」と本気で思った。後輩が可哀想なのでちゃんとした授業をしてあげてほしい。

3 土日学校が空いてないのが辛いです。
屋上に一回でもいいから登って、友達と写真撮ってみたいです。

4 電子技術科のCAD室でカーペットにシミがあったため飲食禁止になったが、電子技術科の研究室もカー
ペットがありCAD室と同じ環境なのにも関わらず、生徒だけ飲食禁止は意味がわからない。

5 4期のデジタル電子回路実験IIと集積回路工学の廃止を求めます。理由はそもそも就職先が決まって卒
研だけやればいいのになぜまだやらなきゃいけない教科(マイコン実習などは除く)があるのか。

6 楽しかったです

7
ハッキリ課題提示をしてほしい。先生の話が長すぎて何を言いたいのか結局わからないことが多い。

8 もう少しイベントを開催してもいいと思う。
9 校内が暗い。外から見た産技短の活気がない。

10 ジムを置いてほしいw

水沢校 1 夏は暑い冬は寒い

1

先生によって指導に差がある。デフの分解組立やハブベアリング交換等やりたかった。車検整備の実習
でキャリパO/Hやカップ交換をやりたかった。車検整備の実習が何か月も続いていたので、もっと短く
して他のことをやるべきだと思った。

2
働いてから点検等を行う時に役立つので、オルタネータやスタータモータなどの分解をやりたかった。

3 周りが子供すぎた。マンツーマン等で対応して欲しかった。女子学生に対しての対応改善。

4
車の構造を理解するために、もっと車に触れる機会が欲しかった。二級対策で進行度が違ってきたと
き、遅れている人を早く終わらせるための工夫が必要と感じた。

5 水道から出る水を普通に飲めるような水にして欲しい。

6

女子トイレが体育館以外で使用できるところが無いため、他にすぐ使用できるトイレがあれば良い。カ
ウンセリングの回数を増やすなど、外部の人に相談出来た方が良いと思った。先生との面談を増やすこ
とで自分たちと先生たちとの認識のずれを減らしていった方がストレスも無くなり生活しやすくなると
思った。球技大会のような体育を増やせたら心も体もリフレッシュ出来ると思った。

7 教室への電子レンジ。学生の声をもっと聴いた方がいい。

1
・一年生の中で挨拶をする学生としないがはっきりと分かれていた
・定期的に来校するパンが美味しかった。

2 工具類が少ない

3 トイレの修理

4
自分の車を自由にいつでも洗車できたり、実習場を使って点検、整備できるようにしてほしいなと思い
ます。喫煙所が欲しかった

5 新しい車を使って実技をしたい。

6 壊れているトイレを放置していいる事

7 特にありません。

8
皆が協力して作業に取り組んでおり、困ったことがあれば気軽に回りに相談できるような環境だと思い
ます。

9 教員の人数が少なく授業の質が低い。

10 暖房、冷房の修理をしてほしい。身長の高い人でも使いやすい大きい机がほしい。

11 便所の改修工事を希望します

矢
巾
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令和５年度実績 令和６年度の取組計画

【県】
・IT分野における在職者訓練
　実施数　　21コース
　受講者数　185人
　（１コース中止、１コース追加）

【認定職業訓練団体】
・IT分野訓練　30コース実施

【機構】
・生産性向上支援訓練（ＤＸ対応コース）
　実施数　172名
（前年比：62名増）

【県】
・実施計画数　19コース
　　計画定員　220人

【認定職業訓練団体】
・引き続き、事業者のニーズを捉えながら、IT分野の
訓練の導入を検討するとともに、認定職業訓練施設事
務局長会議等において、導入の働きかけを実施。

【機構】
・民間教育訓練機関を活用した生産性向上支援訓練
（ＤＸ対応コース）
　計画定員数　140名
（前年比：40名増）

定雇室/
機構

【県】
　・実施数　　19コース
　　定員数　　274名
　　受講者数　215名
　　修了者数　94名
　　就職率　　78.3％
　　（令和６年４月30日現在）

【機構】
・社会人として必要なビジネスススキルとして、ＩＴ
スキルや基礎的なＩＴリテラシー等の習得に資する訓
練を組み込んだ訓練コースの実施。
　定員　　　30名
　入所者数　28名

【県】
　・実施計画数　28コース
　　計画定員数　381名
　　（前年比８コース増、126名増）

【機構】
・引き続き、ＩＴスキルや基礎的なＩＴリテラシー等
の習得に資する訓練を組み込んだ訓練コースを設定。

定雇室/
機構

・ＤＸの進展に対応したカリキュラムを取り入れた
コースを設定したが、応募者なし。

・昨年度の受講状況を踏まえ、ＤＸ関連のコースは、
企業訪問により把握したニーズに対応するオーダー
コースを設定。

機構

・プロジェクトマネージャー育成・基礎講座
　2023.10.12～13 受講者数：７名
・プロジェクトマネージャー育成・応用講座
　2023.11.21～22 受講者数：10名

・ＩＴ企業等向けに、県内ＩＴ産業界に不足している
プロジェクトマネージャーの育成。

も自室

・IT系の指導員研修に７名受講。産業技術短大を中心
にAI,IoT技術を習得を目指した実習等訓練を展開。
・高等技術専門校においては就業に必要なITスキルの
習得を目指し実習を展開。

・IT系の指導員研修に４名受講予定。引続きITスキル
の習得を目指す実習などのカリキュラムを展開。
・オーダーメイド型研修（職業大研修）において生成
AI関係研修を予定。

定雇室

③  新技術に対応した職業
訓練プログラムの開発・実
施　[機構]

④  高度IT人材の育成
[県]

第11次岩手県職業能力開発計画の令和５年度実績及び令和６年度取組計画

職業能力開発の基本的施策

担当１　産業構造・社会環境の変化を踏
まえた職業能力開発の推進

(1)　IT人
材の育成強
化

①　IT分野における在職者
訓練の拡充[県、認定職業
訓練団体、機構]

②  IT分野における離職者
等再就職訓練の拡充　[県]
［機構］

⑤　県立職業能力開発施設
におけるIT分野のカリキュ
ラムの充実［県］

進捗状況

令和５年度の取組計画

【県】
・内容を見直し新規にRPAコースを計画。
　実施計画数：21コース、230人

【認定職業訓練団体】
・引き続き、事業者のニーズを捉えながら、IT分野の
訓練の導入を検討するとともに、認定職業訓練施設事
務局長会議等において、導入の働きかけを実施。

【機構】
・民間教育訓練機関を活用した生産性向上支援訓練
（ＤＸ対応コース）の実施。
　実施計画数　100名
（前年比：40名増）

【県】
・実施計画数　20コース
　計画定員数　255名
　（前年比２コース増、36名増）

【機構】
・引き続き、ＩＴスキルや基礎的なＩＴリテラシー等
の習得に資する訓練を組み込んだ訓練コースを設定。

・ＤＸの進展に対応したカリキュラムを取り入れた訓
練の実施。
〔主な訓練内容〕
・３次元ツールを活用した機械設計実習
・ＰＬＣによるＦＡネットワーク構築技術
・ＡＲを活用した建築プレゼンテーション技法

・IT企業等向けに、県内IＴ産業界に不足しているプロ
ジェクトマネージャーの育成。

・IT系の指導員研修に6名受講予定。引続きITスキルの
習得を目指す実習などのカリキュラムを展開。

1



令和５年度実績 令和６年度の取組計画

・産業デザイン科においてノートパソコンを７台整
備。
・産業技術短期大学校において情報ネットワークシス
テムを引き続き整備。
・在職者訓練においてオンラインセミナーを４コース
開講。

・各施設のパソコン等の適切な更新。
・２校４科においてパソコン更新。
・産業技術短期大学校において情報ネットワークシス
テムを引き続き整備。
・在職者訓練においてオンラインセミナー開講。

定雇室

・ＤＸリテラシーにかかる研修を計画に基づき職業訓
練指導員に実施。

・引き続きＤＸリテラシーにかかる研修を計画に基づ
き職業訓練指導員に実施。

機構

・キャリア形成・学び直し支援センターにおいて、オ
ンラインおよび対面でのキャリアコンサルティングを
実施。
令和５年度1,078件（令和４年度　541件）

・オンラインも含めキャリアコンサルティングを推進
して行く。
（「キャリア形成・学び直し支援センター」は令和６
年度から「キャリア形成・リスキリング支援セン
ター」に変更）

労働局

(3)　もの
づくり産業
人材の育成
強化

・コーディネーターを配置(6名)
・工業高校教員を対象とした企業講師による講演会の
開催支援を実施（３回）
・企業講師を工業高校等に派遣して行う技能・技術講
習会を実施（52回、190名）

・コーディネーターの配置。
・工業高校教員を対象とした研修の実施。
・企業講師を工業高校等に派遣して行う技能・技術講
習会の実施。

も自室

【いわて半導体アカデミー】
・大学・高専・高校生を対象とした出前授業や企業見
学を実施（13回・326名）
・社会人・学生向けの半導体講座、実習を実施（11
回・401名）
【EV人材育成事業の実施】
・先端自動車関連技術人材育成事業（高専生等、4
回、47名）
・次世代モビリティハイスクール（高校生、6回、104
名）
・次世代モビリティカレッジ（高専生等、9回、81
名）
・北上川バレーDX推進・高度人材確保促進事業費補助
（３者、109名）

・いわて半導体アカデミーの開催。
・EV人材育成事業の実施。

も自室

・小中学生対象
　工場見学（50回、3,062名）
　出前授業（9回、564名）
　ものづくり体験（14回、815名）
・高校生対象
　工場見学（114回、3,220名）
　出前授業（61回、3,013名）
　技能・技術講習会（52回、190名）
・保護者、教員対象
　工場見学（29回、251名）
　講演会（8回、280名）

・小中学生を対象とした工場見学、出前授業、ものづ
くり体験の実施
・高校生を対象とした工場見学、出前授業、技能・技
術講習会の実施
・保護者、教員を対象とした工場見学、講演会等の実
施

も自室

・在職者訓練
　73コース　380名実施（前年比：31名増）
・生産性向上支援訓練
　759名実施（当年度計画比：149名増）

・在職者訓練
　実施計画数：260名（前年比：10名増）
・生産性向上支援訓練
　実施計画数：650名（前年比：40名増）

機構

職業能力開発の基本的施策 進捗状況

担当１　産業構造・社会環境の変化を踏
まえた職業能力開発の推進

令和５年度の取組計画

(2)　ITや
新たな技術
を活用した
職業能力開
発等の推進

①　デジタル技術等の活用
によるオンライン訓練の推
進［県］

②　企業の高度化や課題解
決に資する高度技術者・技
能者の育成［県］

③　ものづくり企業や産業
への理解を深める機会の提
供［県］

④　ものづくり分野の在職
者訓練及び生産性向上支援
訓練の実施[機構]

②　ものづくり分野の新た
なIT技術の導入に向けた訓
練手法の開発・検証［機
構］

③　オンラインを活用した
キャリアコンサルティング
の推進［国］

①　地域ものづくりネット
ワーク等関係機関との連携
による人材育成の強化
［県］

・ＤＸリテラシーにかかる研修を、令和5年度より３か
年計画で全職業訓練指導員を対象に実施。

・各施設のパソコン等の適切な更新に向けて状況を把
握、対応を検討。
・産業技術短期大学校において情報ネットワークシス
テムを引き続き整備。
・在職者訓練においてオンラインセミナー開講。

・オンラインも含めキャリアコンサルティングを推進
して行く。（「キャリア形成サポートセンター」は、
令和５年度から「キャリア形成・学び直し支援セン
ター」に変更）

・コーディネーターの配置。
・工業高校教員を対象とした研修の実施。
・企業講師を工業高校等に派遣して行う技能・技術講
習会の実施。

・いわて半導体アカデミーの開催。
・EV人材育成事業の実施。

・高校生を対象とした工場見学、出前授業、技能・技
術講習会の実施
・保護者、教員を対象とした工場見学、講演会等の実
施

・在職者訓練
　実施計画数：250名（前年比：増減なし）
・生産性向上支援訓練
　実施計画数：610名（前年比：40名増）
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令和５年度実績 令和６年度の取組計画

(4)　企
業・業界に
おける人材
育成の強化

・在職者訓練
　実施数　130コース
　定員　　2,252人
　受講者　1,831人
　（中止3コース、前年比29人減）

・デジタルリスキリング推進業務の実施。
　委託事業として、デジタルツールの利活用技術や業
務アプリ開発技術等の習得をセミナー形式、盛岡・奥
州の２会場で実施。
　盛岡会場：14名
　奥州会場：19名
　ウェブ：53名の受講

・在職者訓練
　実施計画数　114コース
　計画定員　　2,041人
　（前年比：16コース減、211人減）
　◎DX関連コース新設
　◎ISO関連コース追加

・デジタルリスキリング推進業務の実施
　委託事業として、引き続きデジタルツールの利活用
技術や業務アプリ開発技術等の習得をセミナー形式で
実施。さらに経営者層のデジタルマインドセットを目
的として、経営者層向けセミナーを実施。
　経営者層向けセミナー定員：50名
　デジタルリスキリングセミナー定員：各回20名
　（５テーマ×２回）

定雇室

・長期訓練生　　 88名
・短期訓練生　2,244名

・長期訓練生　　 81名
・短期訓練生　2,810名 定雇室

・在職者訓練
　実施数　　73コース
　受講者数　380名　（前年比：31名増）
・生産性向上支援訓練
　受講者数　759名（当年度計画比：149名増）

・在職者訓練を機械、電気・電子及び居住分野に応
じ、体系的な人材育成の支援を実施。
　実施計画数　260名（前年度比：10名増）
・企業の人材育成の相談に基づき、オーダーメイド方
式による生産性向上支援訓練の実施。
　実施計画数　650名（前年比：40名増）

機構

【県】
・指導員講師による在職者訓練の実施、技能検定員に
指導員派遣、審査委員として各種競技大会等に従事。

【機構】
・指導員派遣
　　延訓練人員 1,882名(前年比：309名増)
・施設貸与
　　延利用人員 　654名(前年比：143名減)

【県】
・在職者訓練、技能検定委員、競技大会審査委員とし
て引き続き従事。

【機構】
・地域への施設有効活用を目途として中小企業等に対
し、積極的に職業訓練指導員の派遣及び施設貸与等の
支援を実施。

定雇室/
機構

・雇用型訓練認定件数
　令和５年度　12件
（令和４年度　13件）

・セルフ・キャリアドックや雇用型訓練などの周知を
図り企業におけるキャリアコンサルタントを推進す
る。

労働局

(3)　ものづく
り産業人材
の育成強化

職業能力開発の基本的施策

１　産業構造・社会環境の変化を踏
まえた職業能力開発の推進

⑤　企業におけるキャリア
コンサルティングの推進を
支援［国］

④　職業訓練指導員の派遣
や施設・設備の貸出し、事
業主団体と共同で訓練コー
スを開発・実施[県・機構]

③　中小企業への実践的な
人材育成等の支援［機構］

②　認定職業訓練の効果的
な活用の促進［県］

【県】
・在職者訓練、技能検定委員、競技大会審査委員とし
て引き続き従事。

【機構】
・地域への施設有効活用を目途として中小企業等に対
し、積極的に職業訓練指導員の派遣及び施設貸与等の
支援を実施。

⑤　新技術に対応した職業
訓練プログラムの開発・実
施[機構]        【再掲】

  
⑥　ものづくり分野の新た
なIT技術の導入に向けた訓
練手法の開発・検証[機構]
【再掲】
 

・在職者訓練を機械、電気・電子及び居住分野に応
じ、体系的な人材育成の支援を実施。
　実施計画数　250名（前年比：増減なし）
・企業の人材育成の相談に基づき、オーダーメイド方
式による生産性向上支援訓練の実施。
　実施計画数　610名（前年比：40名増）

・長期訓練生　 　91名
・短期訓練生　2,319名

・在職者訓練
　実施計画数　125コース
　計画定員　　2,132人
　（前年比：１コース減、168人減）
　◎労働者の離職防止に関する研修
　◎RPAなどを用いた業務効率化のための研修

・デジタルリスキリング推進業務の実施（新規）
　委託事業として、デジタルツールの利活用技術や業
務アプリ開発技術等の習得をセミナー形式、盛岡・奥
州の２会場で実施。

進捗状況

・セルフ・キャリアドッグや雇用型訓練などを周知を
図り企業におけるキャリアコンサルティングの推進は
図る。
（「キャリア形成サポートセンター」は、令和５年度
から「キャリア形成・学び直し支援センター」に変
更）

①　ニーズに即した在職者
訓練の実施［県］

担当
令和５年度の取組計画
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令和５年度実績 令和６年度の取組計画

(4)　企
業・業界に
おける人材
育成の強化

【労働局】
・助成金制度について、事業所訪問や窓口等での周知
の他、事業主団体等への周知依頼や安定所が主催する
事業主を対象とした説明会において周知した。
説明会実施日：10/30

【労働局】
・助成金制度について、事業主に対し事業所訪問や窓
口等での周知の他、労働局及び安定所、事業主団体等
が主催する各種説明会や会議等において周知を行う。 労働局/

開発協会

・引き続き、住宅施工技術科を開講
　　延コース数 　4コース
　　応募者　　　73名
　　入所者数　　50人
　　入所率　　　73.5％

・被災地域の人材ニーズ等も考慮した離職者訓練を実
施。
　実施計画数　4コース
　計画定員数　60人

機構

【県】
・学卒者訓練において、機械系、電気系、建築系の訓
練を実施し、県内就職率は90.2％。
・離職者訓練においては、事務系のコースを軸に建設
人材育成コースも実施した。事務系コースは71コース
実施し、受講者数は794名、就職率は74.4％。

【機構】
・被災地域の需要を踏まえた離職者訓練、在職者訓練
を実施した。

【労働局】
・沿岸所（釜石・宮古・大船渡・久慈）で実施した職
業訓練の受講者数246名（対前年度比19.2%減）

  

【県】
・引き続き、被災地域の需要に応じた訓練を実施。特
に離職者訓練においては労働局と、ニーズを把握。

【機構】
・引き続き、被災地域の需要も考慮した離職者訓練、
在職者訓練を実施

【労働局】
・引き続き、ハローワークにおいて被災地域で実施さ
れる職業訓練への受講勧奨を積極的に実施していく。

定雇室/
機構/
労働局

　　目標達成度：Ａ－100％以上、Ｂ－80％以上100％未満、Ｃ－80％未満

（参考）R４年度 R５年度 達成度 担当

200人
182人
109％ A 定雇室

1,728人
1774人
94.4％ B 定雇室

345名
81.9％

313人
87.8％

B
A

定雇室

76.5% 77.2% B 定雇室

⑥　職業能力開発推進者に
対する研修等を支援［労働
局、職業能力開発協会]
　

②　被災地域の需要に対応
した職業能力開発の実施
［県、機構、労働局、認定
職業訓練団体等］

【目標】　項　目

IT分野の在職者訓
練の修了者数（県
実施分）

職業能力開発の基本的施策

(5)　被災
地域の復興
の着実な推
進に向けた
職業能力開
発の実施

1,880人

343人
87.2%

80.0%

①　岩手職業能力開発促進
センター(ポリテクセン
ター岩手）における離職者
訓練の実施［機構］

介護・医療・ＩＴ
分野の離職者等再
就職訓練の受講者
数・就職率

離職者等再就職訓
練等の就職率（県
委託訓練分）

進捗状況

【労働局】
・事業主団体等に引き続き周知を行っていく他、局主
催の説明会の実施も検討して行く。

・被災地域の人材ニーズ等を踏まえた離職者訓練を実
施。
　実施計画数　4コース
　計画定員数　68人

【県】
・引き続き、被災地域の需要に応じた訓練を実施。特
に離職者訓練においては機構・労働局とアンケートを
実施し、ニーズを把握。

【機構】
・引き続き、被災地域の需要を踏まえた離職者訓練、
在職者訓練を実施。

【労働局】
・引き続き、ハローワークにおいて被災地域で実施さ
れる職業訓練への受講勧奨を積極的に実施して行く。

担当１　産業構造・社会環境の変化を踏
まえた職業能力開発の推進

令和５年度の取組計画

在職者訓練の修了
者数（県実施分）

各年度において
達成すべき目標

167人
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Ｒ５年度実績 令和６年度の取組計画

(1)　非正
規雇用労働
者の職業能
力開発

【労働局】
・キャリアアップ助成金を活用して非正規雇用から正
規雇用に転換した労働者数
　令和５年度414名（対前年度比21.4％増）

【県】
・在職者訓練受講による企業内における職業能力の向
上
　受講者　1,831人

【労働局】
・制度の周知を行い、活用促進を図って行く。

【県】
・在職者訓練受講による企業内における職業能力の向
上
　定員　2,041人

労働局/
定雇室

【県】
　・短期間・短時間コース（１か月）
　　実施数　０コース
　　定員　　０名

【労働局】
・委託訓練及び求職者支援訓練において、短期間・短
時間訓練を特例措置として設定。

【機構】
・求職者支援訓練による就職氷河期対策及び短期・短
時間特例訓練コース
　　410名認定（前年比：100名増）

【県】
・短時間・短期間訓練の特例が令和５年度末で廃止。

【労働局】
・特例措置期間は終了したものの、求職者支援訓練の
実践コースにおいては、要件緩和前の「３か月以上
～」が「２か月以上～」に改正されたことにより、引
き続き短期間訓練を希望する者の受講を促進する。

【機構】
短時間訓練・短期間訓練による弾力的な受講環境を設
定する。

定雇室/
労働局/
機構

【県】
・実施数　　３コース
　定員　　　75名
　受講者　　34名
　修了者　　25名
　就職率　　92.0％
　（令和６年４月30日現在）

【県】
・実施計画数　２コース
　計画定員　　31名
　（前年度比：３コース減、44名減） 定雇室/

機構

【労働局】
・開講定員　686名（対前年度比18.5%減）
　受講者　　436名（対前年度比14.7%減）
　充足率　　63.6%（対前年度比1.9Ｐ減）

【機構】
・求職者支援訓練
　864名認定（前年比：27名増）

【労働局】
・ハローワークにおいて、非正規労働者等への受講を
積極的に促し、就職に向けたきめ細やかな支援を実施
する。

【機構】
・求職者支援訓練の実施。
　実施計画数　703名（前年比：167名減）

労働局/
機構

・実施数　121コース
　定員　　1,607名（追加コース　57名含む）
　受講者　1,187名
　修了者　　553名
　就職率　 77.2％
　・うち、介護、医療分野）
　　実施数　　20コース
　　定員　　　165名
　　受講者　　98名
　　修了者　　50名
　　就職率　88.7％
（令和６年４月30日現在）

・計画コース数　136コース
　計画定員数　1,570名
　（前年度比：９コース増、20名増）
　・うち、介護、医療分野
　　計画定員数　23コース
　　計画定員数　162名
　　（前年度比：１コース減、29名減） 定雇室

進捗状況職業能力開発の基本的施策

担当
令和５年度の取組計画

２　全員参加の社会の実現に向けた
職業能力開発の推進

①　企業内キャリアコンサ
ルティングの実施、キャリ
アパスの整備や職業能力の
向上を促進　[国、労働
局、県]

②　短時間訓練コースの設
定　[県、労働局、機構]

③　日本版デュアルシステ
ム等による訓練の推進
[県]

④　求職者支援訓練等の活
用　[労働局、機構]

【労働局】
・制度の周知を行い、活用促進を図って行く。

【県】
・在職者訓練受講による企業内における職業能力の向
上
　定員　2,132人

【県】
・委託訓練の短時間・短期間訓練については、令和５
年度末まで継続するため、弾力的に追加コースを設
定。

【労働局】
・委託訓練及び求職者支援訓練の短時間・短期間訓練
については、令和５年度末まで継続するため、引き続
き受講を促進させる。

【機構】
・求職者支援訓練による就職氷河期対策及び短期・短
時間特例訓練コースの設定。
　実施計画数　258名（前年比：101名増）

・実施計画数　５コース
　実施定員　　75名

【労働局】
・令和５年度から受講給付金等の要件が一部緩和され
たことを周知し、より一層の活用促進を図って行く。

【機構】
・求職者支援訓練の実施。
　実施計画数　870名（前年比：増減なし）

・実施計画数　127コース
　計画定員数　1,550名
　・うち、介護、医療分野
　　実施計画数　24コース
　　計画定員　　191名

⑤　離職者等再就職訓練の
実施　[県]
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Ｒ５年度実績 令和６年度の取組計画

・担当者制支援による新規重点支援対象者数
　1,030名（前年度2.4％減）

・各種就職支援のオンライン化を積極的に周知し、新
規重点対象者を確保しながら、担当者制による支援を
計画的に進める。 労働局

・介護医療分野
　　実施数　　　20コース
　　定員　　　　　165名
　　受講者　　　　98名
　　修了者　　　　50名
　　就職率　　　　88.7％
・ＩＴ分野
　　実施数　　　19コース
　　定員　　　　　274名
　　受講者　　　　215名
　　修了者　　　　94名
　　就職率　　　　　78.3％
・託児サービス付き訓練コース
　　実施計画　　　14コース
　　定員　　　　　70名
　　託児利用者　　３名
　　託児利用児童　３名
　　修了者　　　　２名
　　就職率　　　　100.0％
（令和６年４月30日現在）

・介護医療分野
　　実施計画数　　23コース
　　計画定員数　　162名
　　（前年比：１コース減、29名減）
・ＩＴ分野
　　実施計画数　　28コース
　　計画定員数　　381名
　　（前年比：８コース増、126名増）
・託児サービス付訓練コース
　　実施計画数　　９コース
　　計画定員数　　45名
　　（前年比：５コース減、25名減）

定雇室

・実施コース数　７コース
　定員　　　　　105名
　受講者　　　　０名

・計画コース数　４コース
　計画定員数　　60名
　（前年比：３コース減）

定雇室

・パソコン事務、ネイリスト養成等
　実施数　　５コース
　受講者　　36名
　修了者　　35名、
　就職率　　60.6％

・介護サービス、ネイリスト養成、IT基礎等
　実施計画数　８コース
　計画定員　　58名 定雇室

(2) 女性の
職業能力開
発

①　マザーズハローワーク
等でのキャリアコンサル
ティングの実施　[ハロー
ワーク]

②　介護、医療、ＩＴ分野
での訓練コースの設定、託
児サービス付きの訓練及び
短時間訓練コースの設定
[県]

③　母子家庭の母等への就
業相談・就業支援等の実施
［県］

④　女性就業援助事業（技
術講習）の実施　[県]

計画コース数　７コース
計画定員数　　105名
　（前年比：４コース減）

・引き続き、担当者制による支援を計画的に進める。

進捗状況

・介護サービス、ネイリスト養成、IT基礎等
　実施計画数　８コース
　計画定員　　58名

・介護医療分野
　　実施計画数　24コース
　　計画定員数　191名
　　（前年比：１コース増、６名増）
・ＩＴ分野
　　実施計画数　20コース
　　計画定員数　255名
　　（前年比：２コース増、36名増）
・託児サービス付訓練コース
　　実施計画数　14コース
　　計画定員数　70名
　　（前年比：増減なし）

職業能力開発の基本的施策

担当２　全員参加の社会の実現に向けた
職業能力開発の推進

令和５年度の取組計画
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Ｒ５年度実績 令和６年度の取組計画

(3)　若年
者の職業能
力開発

・６教育事務所で実施。地域の企業や広域振興局と連
携を図り、教員の地域産業の理解を深めることができ
た。

・6/7(水)実施　研修者53名。キャリア教育の意義、
地域との連携、キャリアパスポート、キャリア教育の
カリキュラム・マネジメント、民間企業の人材育成等
について理解を深めることができた。

・８月上旬から10月にかけ、17公所24名で実施。

・県立高校63校で実施。高校と自治体や地元企業・大
学等が協働して地域や地域産業の持つ魅力や課題等に
触れながら探究的に学ぶ機会を共創する魅力ある学校
づくりへの取組を支援。

・沿岸部14校で実施。被災地域生徒の就職希望の実
現、被災地域の産業を担う人材育成等のため、キャリ
ア教育等の実施（企業訪問・就業体験・進路講話
等）、専門科目で習得したスキル向上のための実技講
習会、地域伝統技能の継承活動などの取組を実施。

・実践的キャリア教育研修会（各教育事務所）の開催

・社会につなぐキャリア教育研修講座（岩手県立総合
教育センター）

・県の機関における高校生インターンシップの実施

・いわて高校魅力化・ふるさと創生推進事業（探究共
創事業）の実施

・県立学校復興担い手育成支援事業(就職等支援)の実
施(沿岸部の専門高校等におけるキャリア教育の推進
の支援)

教育
委員会

【岩手県立大学】
・就職ガイダンスにおいて、「就職活動ロードマッ
プ」を活用した就業力に関する項目の達成度の自己評
価を実施した。
・インターンシップガイダンス（５/24）を実施し、
インターンシップに対する学生の理解を深めるととも
にインターンシップへの参加を促進した。
・基盤教育科目では「人間と職業」「キャリア地域学
習」等、各学部専門科目では「看護キャリア論」
「ソーシャルワーク入門」「キャリア・デザイン」等
を継続して開講し、キャリアの多様性を理解するとと
もに社会で活用することを見据えた考え方や具体的な
スキルを学んでいる。

【岩手大学】
・連携大学内でツールを共有し、岩手県内三大学連携
インターンシップ（主幹校：岩手県立大学）を実施し
た。
・低年次から就職活動対象年次までを対象としたキャ
リアガイダンスを年間を通じて実施した。
・岩手県立大学とキャリア教育科目「地場産業・企業
論」を共催で開講した。
・再定義した本学キャリア教育方針に従い、キャリア
教育科目「キャリアを考える」を学生の自律的なキャ
リア形成を目指す内容に再編して実施した。
・公益財団法人釜石・大槌地域産業育成センターとの
共催で、釜石の地域背景の理解や企業情報習得の機会
とすることを目的として、8月25（金）に「企業見学
会in釜石2023」を開催した。

【岩手県立大学】
・本学独自に作成した「就職活動ロードマップ」を活
用し、学生自身で就業力に関する項目の達成度の自己
評価を実施する。
・多様化するインターンシップについて、学生の理解
を促すガイダンスを実施し、本学が主導している「岩
手県内三大学連携インターンシップ」への参加を促進
する。
・基盤教育課程及び各学部専門課程において、キャリ
ア教育科目を継続して開講する。
※岩手県内三大学＝県立大、岩手大、盛岡大

【岩手大学】
・岩手県内三大学連携インターンシップ（主幹校：岩
手県立大学）の実施。連携大学内でツールを共有。こ
のうち二戸市、葛巻町、岩泉町等で実施する地域志向
型インターンシップ（タイプ２「キャリア教育」に該
当）と連携し、全学部学生を対象とした教養科目
「キャリアデザイン実践」を開講する。
・低年次から就職活動対象年次までを対象としたキャ
リアガイダンスを実施する。
・岩手県立大学と共催でキャリア教育科目「地場産
業・企業論」を開講する。
・キャリア教育科目について、令和5年度に再編して
実施した「キャリアを考える」を継続して開講する。

県大/
岩大

担当２　全員参加の社会の実現に向けた
職業能力開発の推進

令和５年度の取組計画

職業能力開発の基本的施策 進捗状況

①　小中学校及び高校にお
けるキャリア教育の取組支
援　[県]

②　大学、産業技術短期大
学校等職業能力開発施設に
おけるキャリア教育の取組
[各大学、職業能力開発施
設]

・実践的キャリア教育研修会（各教育事務所）の開
催。

・社会につなぐキャリア教育研修講座（岩手県立総合
教育センター）。

・県の機関における高校生インターンシップの実施。

・いわて高校魅力化・ふるさと創生推進事業（探究共
創事業）の実施。

・県立学校復興担い手育成支援事業(就職等支援)の実
施(沿岸部の専門高校等におけるキャリア教育の推進の
支援)。

【岩手県立大学】
・本学独自に作成した「就職活動ロードマップ」を活
用し、学生自身で就業力に関する項目の達成度の自己
評価を実施。
・多様化するインターンシップについて、学生の理解
を促すガイダンスを実施し、本学が主導している「岩
手県内三大学連携インターンシップ」への参加を促進
する。
・基盤教育課程及び各学部専門課程において、キャリ
ア教育科目を継続して開講する。
※岩手県内三大学＝県立大、岩手大、盛岡大

【岩手大学】
・岩手県内三大学連携インターンシップ（主幹校：岩
手県立大学）の実施。連携大学内でツールを共有。
・低年次から就職活動対象年次までを対象としたキャ
リアガイダンスを実施する。
・岩手県立大学と共催でキャリア教育科目「地場産
業・企業論」を開講する。
・キャリア教育科目「キャリアを考える」等を開講す
る。
・県内事業所ワイガヤバスミーティングを市町村等と
の共催により実施する。
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Ｒ５年度実績 令和６年度の取組計画

(3)　若年
者の職業能
力開発

【職業能力開発施設】
・就職講話、インターンシップ（延べ208人実施）、
企業等の見学説明会などの継続的な実施。（産技短企
業ガイダンス11/14,15、技専校自動車整備業界ガイダ
ンス1/22、その他就職講話、企業見学他実施）
・オンラインを用いた企業等による業界説明セミ
ナー、就職講話、企業説明の実施。

【職業能力開発施設】
・就職講話、インターンシップ、企業等の見学説明会
などの継続的な実施。
・オンラインを用いた企業等による業界説明セミ
ナー、就職講話、企業説明の実施。 定雇室

【職業能力開発協会】
・「ものづくりマイスター」による指導実績
　1,624人日

【職業能力開発協会】
「ものづくりマイスター」による指導目標
1,400人日

労働局/
開発協会

・就職者数　236人
　うち盛岡　138人
　うち宮古　24人
　うち一関　74人
・新規登録者数　289人
　うち盛岡　164人
　うち宮古　33人
　うち一関　92人

・引き続き、就労支援機関、福祉関係機関、教育委員
会等と連携し、若年無業者等若者のほか就職氷河期世
代支援や高卒未内定者に対し、県内全域をサポートで
きるよう支援を実施。

定雇室

・雇用型訓練認定件数
　令和５年度 12件（令和４年度13件）

・セルフ・キャリアドックや雇用型訓練などの周知を
図り企業におけるキャリアコンサルタントを推進す
る。
（「キャリア形成・学び直し支援センター」は令和６
年度から「キャリア形成・リスキリング支援セン
ター」に変更）

  

労働局

・ジョブカフェいわて利用者数　47,096人
　就職決定者数　　　　　　　　1,158人
・キャリアカウンセリング件数　2,937件

引き続き、相談対応やキャリアカウンセリングを実施
するとともに、セミナーや各種イベントを開催するこ
とで県内企業等の情報周知を実施。

定雇室

・就業支援員及び県内就業・キャリア教育コーディ
ネーターの配置：29人
・新卒者等雇用事業所への訪問等による早期離職防止
支援件数：1,494件
・県内産業や企業への理解を深める機会を持った高等
学校数：73校

引き続き、就業支援員及び県内就業・キャリア教育
コーディネーターによる就職支援やキャリア教育支援
を実施。

定雇室

②　大学、産業技術短期大
学校等職業能力開発施設に
おけるキャリア教育の取組
[各大学、職業能力開発施
設]

【職業能力開発施設】
・就職講話、インターンシップ、企業等の見学説明会
などの継続的な実施。
・オンラインを用いた企業等による業界説明セミ
ナー、就職講話、企業説明の実施。

職業能力開発の基本的施策 進捗状況

担当２　全員参加の社会の実現に向けた
職業能力開発の推進

令和５年度の取組計画

【職業能力開発協会】
・「ものづくりマイスター」による指導目標
　1,200人日

・引き続き、就労支援機関、福祉関係機関、教育委員
会等と連携し、若年無業者等若者のほか就職氷河期世
代支援や高卒未内定者に対し、県内全域をサポートで
きるよう支援を実施。

・セルフ・キャリアドッグや雇用型訓練などを周知を
図り企業におけるキャリアコンサルティングの推進は
図る。
（「キャリア形成サポートセンター」は、令和５年度
から「キャリア形成・学び直し支援センター」に変
更）

④　学校等関係機関との連
携による支援［県、国、関
係市］（地域若者サポート
ステーション支援）

⑤　セルフキャリアドック
やオンラインを活用した
キャリアコンサルティング
の機会の確保［国］

③　「ものづくりマイス
ター」の活用　［国］

⑥　日本版デュアルシステ
ム等による訓練の推進
［県］　【再掲】

⑦　ジョブカフェによる就
業支援　[県]

⑧　就業支援員、県内就
業・キャリア教育コーディ
ネーターによる就業・キャ
リア教育支援　[県]

引き続き、相談対応やキャリアカウンセリングを実施
するとともに、セミナーや各種イベントを開催するこ
とで県内企業等の情報周知を実施。

引き続き、就業支援員及び県内就業・キャリア教育
コーディネーターによる就職支援やキャリア教育支援
を実施。
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Ｒ５年度実績 令和６年度の取組計画

・雇用型訓練認定件数
　令和５年度12件（令和４年度13件）

・セルフ・キャリアドックや雇用型訓練などの周知を
図り企業におけるキャリアコンサルタントを推進す
る。 労働局

・生産性向上支援訓練（ミドルシニアコース）の実
施。
　69名実施（前年比：5名減）

・民間教育訓練機関を活用した生産性向上支援訓練
（ミドルシニアコース）を実施。
　実施計画数：40名（前年比：増減なし）

機構

・生涯現役支援窓口事業実施件数
　相談件数 3,275件（対前年度比16.0%贈）
　再就職ガイダンス
　受講者数 238名（対前年度比5.3%増）

・引き続き、生涯現役支援窓口をハローワーク盛岡・
一関・水沢に設置し、求人情報の提供や各種セミナー
を実施。 労働局

(5)　障が
い者の職業
能力開発

・受講者数　14名
　修了者数　13名
　就職者数　９名
　就職率　　69.2％

・引き続き、県内企業・社会福祉法人等の多様な委託
先を活用して、障がい者の適性等及び障がい者雇用
ニーズに対応した訓練を実施。
　実施計画数　26名（前年比：４名減）

定雇室

【県】
・県立職業能力開発施設における精神保健福祉士等に
よる相談支援の実施。
・県立職業能力開発施設維持管理、維持修繕の実施。

【機構】
・安全衛生会議にてバリアフリー等の環境整備につい
て検討を行った。

【県】
・現状の維持管理、維持修繕・改修を優先しながらも
バリアフリー、ユニバーサルデザインの必要性につい
て検討。

【機構】
・引き続き障がい者が入所しやすい環境に配慮した整
備を検討。

定雇室/
機構

・平成25～27年度に実施したジョブコーチ養成研修を
修了した者等に対するフォローアップ研修を３回実
施。
　研修参加者　５名

・引き続き、平成25～27年度に実施したジョブコーチ
養成研修を修了した者等に対するフォローアップ研修
を実施。 定雇室

・第43回全国アビリンピック
　参加選手数 9種目9名
　入賞者 　　4種目4名

・障害のある方々の職業能力の向上を図るとともに、
企業や社会一般の人々に障害のある方々に対する理解
と認識を深めてもらい、その雇用の促進を図ることを
目的として開催。

〔開催計画〕
　開催日　　11月22日～24日
　場　所　　愛知県国際展示場
　競技種目　技能競技 25種目

定雇室

・引き続き、県内企業・社会福祉法人等の多様な委託
先を活用して、障がい者の適性等及び障がい者雇用
ニーズに対応した訓練を実施。
　実施計画数：30名（前年比：６名減）

【県】
・現状の維持管理、維持修繕・改修を優先しながらも
バリアフリー、ユニバーサルデザインの必要性につい
て検討。

【機構】
・障がい者が入校しやすい環境に配慮した整備を実
施。

①　障がい者の多様なニー
ズに対応した委託訓練の実
施　[県]

②　施設のバリアフリー化
の推進、精神保健福祉士等
の配置等により環境を整備
[県、機構]

③　関係機関との連携の強
化　[県、ハローワーク、
関係団体]

④　アビリンピック（全国
障害者技能競技大会）の実
施　[国]

職業能力開発の基本的施策 進捗状況

担当

・引き続き、平成25～27年度に実施したジョブコーチ
養成研修を修了した者等に対するフォローアップ研修
を実施。

(4)　中高
年齢者の職
業能力開発

①　セルフ・キャリアドッ
クの推進　[国]

②　高齢者の継続雇用の実
現に向けて、中高年労働者
が身につけておくべき能力
の習得に資する訓練コース
を提供　[機構]

③　生涯現役支援窓口にお
ける求人情報の提供や各種
ガイダンスの実施[ハロー
ワーク]

・引き続き、キャリア形成支援を推進して行く。
（「キャリア形成サポートセンター」は、令和５年度
から「キャリア形成・学び直し支援センター」に変
更）

・民間教育訓練機関を活用した生産性向上支援訓練
（ミドルシニアコース）を実施。
　実施計画数：40名（前年比：増減なし）

・引き続き、生涯現役支援窓口を設置し、就職支援を
実施して行く。

・障害のある方々の職業能力の向上を図るとともに、
企業や社会一般の人々に障害のある方々に対する理解
と認識を深めてもらい、その雇用の促進を図ることを
目的として開催。

〔開催計画〕
　開催日　　11月17日～19日
　場　所　　愛知県国際展示場
　競技種目　技能競技 25種目

令和５年度の取組計画
２　全員参加の社会の実現に向けた
職業能力開発の推進
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Ｒ５年度実績 令和６年度の取組計画

(5)　障がい
者の職業能
力開発

・障がい者の職業能力の向上と雇用の促進を図るため
開催。

〔開催計画〕
　開催日時　　７月29日
　開催場所　　産業技術短期大学校矢巾校
　競技種目数　12種目
　（いわてオリジナル種目２種目）
・備考：県大会併催イベントとして、「事業所向け障
がい者雇用促進セミナー」を実施

・障がい者の職業能力の向上と雇用の促進を図るため
開催。

〔開催計画〕
　開催日時　　７月27日
　開催場所　　産業技術短期大学校矢巾校
　競技種目数　12種目
　（いわてオリジナル種目２種目）

定雇室

(6)　就職
氷河期世代
や外国人労
働者に対す
る支援

・いわて就職氷河期世代活躍支援プラットフォームを
２回開催。
　第１回：令和５年７月６日（木）【対面】
　第２回：令和６年３月５日（火）【対面】

・引き続き、いわて就職氷河期世代活躍支援プラット
フォームに参加し、構成団体の各事業に係る情報交換
等を実施。

定雇室

・短期資格等習得コースの実施や、委託訓練及び求職
者支援訓練において、短期間・短時間コースを特例措
置として設定するほか、特定求職者雇用開発助成金を
活用し就職支援を実施した。

・特例措置期間は終了したものの、求職者支援訓練の
実践コースにおいては、要件緩和前の「３か月以上
～」が「２か月以上～」に改正されたことにより、引
き続き短期間訓練を希望する者の受講を促進する。

労働局

・職場見学動画によるマッチング支援
　県内企業７社の動画作成　視聴回数557回
・ｅ-ラーニング講座の実施
　　　　　　実施数　　154コース
　　　　　　受講者　　83人
・企業向けセミナーの実施
　　　　　　実施数　　２回
　　　　　　参加者　　59人

・引き続き、企業向けセミナー及びe-ラーニング講座
を実施するとともに、職場見学動画を作成することに
より、県内企業と就職氷河期世代とのマッチング支援
を実施。

定雇室

・就職者数　236人
　うち盛岡　138人
　うち宮古　24人
　うち一関　74人
・新規登録者数　289人
　うち盛岡　164人
　うち宮古　33人
　うち一関　92人

・引き続き、就労支援機関、福祉関係機関、教育委員
会等と連携し、若年無業者等若者のほか就職氷河期世
代支援や高卒未内定者に対し、県内全域をサポートで
きるよう支援を実施。

定雇室

・「中長期的なキャリア形成を支援するためのキャリ
アコンサルタント向け研修」サイト内に、「外国人支
援のためのキャリアコンサルタント向け研修」を設置
し、オンラインで受講可能な研修を提供している。

・引き続き、キャリアコンサルタントの育成を実施し
て行く。

労働局

・日本語の理解に問題がない定住外国人については、
資格要件に応じ訓練の受講あっせんを行っているが、
日本語能力が低く通常の職業訓練が困難な者を対象に
した訓練については設定を行っていない。

・ニーズを捉えながら、関係団体等と連携のうえ、実
施内容について検討する。

労働局

２　全員参加の社会の実現に向けた
職業能力開発の推進

令和５年度の取組計画

⑤　岩手県障がい者技能競
技大会の開催　[県、機構]

①　いわて就職氷河期世代
活躍支援プラットフォーム
による関係団体連携による
支援[労働局、県、東北経
済産業局、市町村、関係団
体]

②　短期資格等習得コース
事業の推進、求職者支援制
度、人材開発支援助成金等
による支援　[国]

③　e-ラーニング講座や企
業向けセミナー等の実施
[県]

④　地域若者サポートス
テーションによる支援
[国、関係市]

進捗状況

担当

⑤　外国人材の就職等に精
通したキャリアコンサルタ
ントの育成　[国]

⑥　定住外国人に対して、
その日本語能力等に配慮し
た職業訓練を実施　[国]

・障がい者の職業能力の向上と雇用の促進を図るため
開催。

〔開催計画〕
　開催日時　　７月29日
　開催場所　　産業技術短期大学校矢巾校
　競技種目数　12種目
　（いわてオリジナル種目２種目）
・備考：県大会併催イベントとして、「事業所向け障
がい者雇用促進セミナー」を実施予定

　※R4は、10種目実施。40名参加

・引き続き、いわて就職氷河期世代活躍支援プラット
フォームを開催し、構成団体の各事業に係る情報交換
等を実施。

・委託訓練及び求職者支援訓練の短時間・短期間訓練
については、令和５年度末まで継続する。特定求職者
雇用開発助成金については、令和４年１２月から一部
改正があったため、周知及び活用促進を図る。

・引き続き、企業向けセミナー及びe-ラーニング講座
を実施するとともに、職場見学動画を作成することに
より、県内企業と就職氷河期世代とのマッチング支援
を実施。

・引き続き、就労支援機関、福祉関係機関、教育委員
会等と連携し、若年無業者等若者のほか就職氷河期世
代支援や高卒未内定者に対し、県内全域をサポートで
きるよう支援を実施。

・引き続き、キャリアコンサルタントの育成を実施し
て行く。

・今後、ニーズを捉えながら、関係団体等と連携のう
え、実施について検討していく。

職業能力開発の基本的施策
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　　目標達成度：Ａ－100％以上、Ｂ－80％以上100％未満、Ｃ－80％未満

（参考）R４年度 R５年度 達成度 担当

19人 14人 C 定雇室

定雇室

定雇室

Ｒ５年度実績 令和６年度の取組計画

(1)　キャ
リアコンサ
ルティング
の推進

・雇用型訓練認定件数
　令和５年度12件（令和４年度13件）

・引き続き、セルフ・キャリアドックや雇用型訓練な
どの周知を図り企業におけるキャリアコンサルタント
を推進する。

労働局

・厚生労働省の委託事業で「中長期的なキャリア形成
を支援するためのキャリアコンサルタント向け研修」
のサイトにおいて、オンラインで受講可能な研修を提
供している。

・引き続きキャリアコンサルタントの育成を実施して
いく。

労働局

担当

介護・医療・ＩＴ
分野の離職者等再
就職訓練の受講者
数・就職率【再
掲】

離職者等再就職訓
練等の就職率（県
委託訓練分）【再
掲】

３　労働者の自律的・主体的なキャ
リア形成の推進

進捗状況

障がい者委託訓練
受講者数

①　企業へのセルフ・キャ
リアドックの導入支援や、
ジョブ・カードを活用した
キャリアコンサルティング
の環境の整備　[国]

②　キャリアコンサルタン
トに必要な知識・能力の習
得や専門家等とのネット
ワーク作りを促進　[労働
局、県]

③　オンラインを活用した
キャリアコンサルティング
を推進　[国]　【再掲】

④　ジョブカフェによる就
業支援　[県]    【再掲】

職業能力開発の基本的施策

各年度において
達成すべき目標

26人

343人
87.2%

80.0%

⑤　就業支援員、県内就
業・キャリア教育コーディ
ネーターによる就業・キャ
リア教育支援　[県]
【再掲】

【目標】　項　目

令和５年度の取組計画

・セルフ・キャリアドッグや雇用型訓練などを周知を
図り企業におけるキャリアコンサルティングの推進は
図る。
（「キャリア形成サポートセンター」は、令和５年度
から「キャリア形成・学び直し支援センター」に変
更）

・引き続き、キャリアコンサルタントの育成を実施し
て行く。
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Ｒ５年度実績 令和６年度の取組計画

(2)　自律
的・主体的
な学びの支
援

・岩手県地域職業能力開発促進協議会の参加団体に教
育訓練給付制度の説明及び協力依頼を行った。

・引き続き、対象講座の充実に向けて、教育訓練実施
機関に対し教育訓練給付制度の周知を行っていく。

労働局

・人材開発支援助成金（教育訓練休暇等制度）
　計画届受理件数　令和５年度　７件
　　　　　　　　　　（前年度  ８件）

・引き続き、人材開発支援助成金を活用した普及の促
進を行っていく。 労働局

・従業員の自律的なキャリア形成支援について他の模
範となる取組を行っている企業を表彰し、その理念や
取組内容などを広く発信することにより、キャリア形
成支援の重要性を普及・定着させることを目的とし
て、「グッドキャリア企業アワード」を実施してい
る。

・表彰された各企業の取組内容や具体的な効果等を広
く発信、普及することにより、キャリア形成支援の重
要性を広めるよう周知を行っていく。

労働局

・学び直しに対応した在職者訓練等の充実
　〔主な内容〕
　・ITリテラシー向上等を目的とした訓練
　　実施数　4コース
　　受講者　48　　【新規】
　・資格取得関連コース
　　実施数：19コース、受講者193

・デジタルリスキリング推進業務の実施
　委託事業として、デジタルツールの利活用技術や業
務アプリ開発技術等の習得をセミナー形式、盛岡・奥
州の２会場で実施。
　盛岡会場　14名
　奥州会場　19名
　ウェブ　　53名の受講　【再掲】

・学び直しに対応した在職者訓練等の充実
　〔主な内容〕
　・ITリテラシー向上等を目的とした訓練
　　実施計画数：5コース、受講定員60【新規】
　・資格取得関連コース
　　実施計画数：18コース、受講定員225

・デジタルリスキリング推進業務の実施
　委託事業として、引き続きデジタルツールの利活用
技術や業務アプリ開発技術等の習得をセミナー形式で
実施。さらに経営者層のデジタルマインドセットを目
的として、経営者層向けセミナーを実施。
　・経営者層向けセミナー定員　50名
　・デジタルリスキリングセミナー定員　各回20名
（５テーマ×２回）　【再掲】

定雇室

【労働局】
・事業主団体等へ助成金の周知を依頼した他、助成金
等の説明会を実施した。開催月日　12/8

【労働局】
・事業主団体等に引き続き周知を行っていく他、局主
催の説明会の実施も検討して行く。

労働局

・定期試験受検者数　1,513名（うち高校生413名）
・定期試験合格者数　902名（合格率67.1％）
・随時試験受検者数　774名（外国人技能実習生）
・随時試験合格者数　474名（合格率61.2％）

・関係団体と連携し、技能検定制度の周知を図るとと
もに、学生や若年者の積極的な受検を喚起。
・技能検定の機会の確保や試験の円滑な実施のため、
県立職業能力開発施設の借用や職業訓練指導員の派遣
等に積極的に協力。

定雇室

　　目標達成度：Ａ－100％以上、Ｂ－80％以上100％未満、Ｃ－80％未満

（参考）R４年度 R５年度 達成度 担当

854人 902人 C 定雇室

職業能力開発の基本的施策 進捗状況

担当３　労働者の自律的・主体的なキャ
リア形成の推進

令和５年度の取組計画

①　教育訓練給付の対象講
座の充実　[国]

②　教育訓練休暇や教育訓
練短時間勤務制度の普及を
促進　[国]

各年度において
達成すべき目標

1,345人

③　社内公募制やフリー
エージェント制等の制度の
普及促進　[国]

④　学び直しに対応した在
職者訓練等の充実　[県]
　

⑤　人材開発支援助成金の
活用の促進　[国]
　

⑥　技能検定の活用の促進
［県、職業能力開発協会］

【目標】　項　目

技能検定受検合格
者数

在職者訓練の修了
者数（県実施分）
【再掲】

・引き続き、対象講座の充実に向けて、教育訓練実施
者に対し教育訓練給付制度の周知を行っていく。

・人材開発支援助成金を活用した普及の促進を行って
いく。

・表彰された各企業の取組内容や具体的な効果等を広
く発信、普及することにより、キャリア形成支援の重
要性を広めるよう周知を行っていく。

・学び直しに対応した在職者訓練等の充実
　〔主な内容〕
　・ITリテラシー向上等を目的とした訓練
　　実施計画数 ４コース
 　 計画定員　　40名　【新規】
　・資格取得関連コース
　　実施計画数　20コース
　　計画定員数　215名

・デジタルリスキリング推進業務の実施（新規）
　委託事業として、デジタルツールの利活用技術や業
務アプリ開発技術等の習得をセミナー形式、盛岡・奥
州の２会場で実施。

【労働局】
・事業主団体等に引き続き周知を行っていく他、局主
催の説明会の実施も検討して行く。

・関係団体と連携し、技能検定制度の周知を図るとと
もに、学生や若年者の積極的な受検を喚起。
・技能検定の機会の確保や試験の円滑な実施のため、
県立職業能力開発施設の借用や職業訓練指導員の派遣
等に積極的に協力。

1,880人
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Ｒ５年度実績 令和６年度の取組計画

【国】
・技能尊重気運の醸成、産業活動の基礎となる技能者
の育成を図るため、「ものづくりマイスター制度」を
実施し、「ものづくりマイスター」等の認定、実技指
導等を実施している。

【県】
・各県立能力開発施設において、ものづくり体験教室
の開催や出前授業の実施、地域イベントに参加。

【国】
・引き続き、「ものづくりマイスター制度」を実施
し、技能者の育成を図る。

【県】
・引き続き、自主イベントの開催や地域イベント等の
参加し、ものづくり分野への誘導を推進。
・引き続き、デジタル技術を活用し技能継承に取組
む。

労働局/
定雇室

・関係団体と連携し、技能競技大会の周知・実施を通
じ、学生等を含む若年者に対する技能の重要性・魅力
を発信。

〔R5主な大会〕
・技能五輪全国大会  11月17日～21日（愛知県）
 本県出場選手　６職種 15名
　成績　　　　 ３職種 4名入賞
（岩手県地方予選大会（技能検定国家試験と同時開
催））
・若年者ものづくり競技大会　8月1日～2日（静岡
県）
　本県出場選手　８職種　13名
　成績　　　　　３職種　５名
・岩手県若年者技能競技会　11月8日（岩手産業文化
センター）
　5訓練科　108名

・関係団体と連携し、技能競技大会の周知・実施を通
じ、学生等を含む若年者に対する技能の重要性・魅力
を発信。

〔R6主な大会〕
・技能五輪全国大会  11月22日～25日（愛知県）
　（岩手県地方予選大会（技能検定国家試験と同時開
催））
・若年者ものづくり競技大会　７月31日～８月１日
（群馬県）
・岩手県若年者技能競技会　11月１日（盛岡地区勤労
者共同福祉センター）

定雇室

【県】
・技能五輪全国大会参加者　６職種　15名
・若年者ものづくり競技大会参加者　８職種　13名
【職業能力開発協会】
・技能五輪全国大会参加支援
　旅費・工具運搬費支給選手 12名　指導者 ９名
・若年者ものづくり競技大会参加支援
　旅費・工具運搬費支給選手 13名、指導者 11名

【県】
・技能競技大会の周知と積極的な参加の促進

【職業能力開発協会】
　引き続き大会への参加支援予定
・技能五輪全国大会　　　　　15名予定
・若年者ものづくり競技大会　14名予定

定雇室

・卓越技能者表彰（現代の名工）
　全国の被表彰者数　150名
　本県からの受賞者　１名

・技能五輪全国大会
　11月17日～21日（愛知県）
　6職種　15名

・卓越技能者表彰（現代の名工）
　引き続き、技能者の地位及び技能水準の向上を図る
ため候補者の選定に取組む。

・技能五輪全国大会  11月22日～25日（愛知県）

定雇室

・被表彰者数　　　16名
　卓越技能者　　　７名
　青年卓越技能者　９名

・技能者の地位と技能水準向上を図るため、岩手県卓
越技能者表彰を実施
　被表彰者数：毎年、概ね17名
（R5年度まで卓越技能者365名、青年卓越技能者247名
（R5はそれぞれ７名、９名）を表彰）

定雇室

担当

職業能力開発の基本的施策

４　技能継承の促進

①　若年者のものづくり分
野への積極的な誘導の推進
とデジタル技術を活用した
技能継承の取組の普及
[国、県]

②　技能競技大会等の実施
により、若年者に対する技
能の重要性、魅力を発信
［国、県、職業能力開発協
会］

③　技能五輪全国大会、若
年者ものづくり競技大会へ
の参加促進　[県、職業能
力開発協会]

(1)　技能
の継承・発
展

(2)　技能
尊重気運の
醸成

①　卓越技能者表彰（現代
の名工）や技能五輪全国大
会等の技能競技大会の実施
[国]

②　岩手県卓越技能者表彰
の実施［県］

令和５年度の取組計画

【国】
・引き続き、「ものづくりマイスター制度」を実施
し、技能者の育成を図る。

【県】
・引き続き、自主イベントの開催や地域イベント等の
参加し、ものづくり分野への誘導を推進。
・引き続き、デジタル技術を活用し技能継承に取組
む。

　関係団体と連携し、技能競技大会の周知・実施を通
じ、学生等を含む若年者に対する技能の重要性・魅力
を発信。

〔R5主な大会〕
・技能五輪全国大会  11月17日～21日（愛知県）
　（岩手県地方予選大会（技能検定国家試験と同時開
催））
・若年者ものづくり競技大会　8月1日～2日（静岡県）
・岩手県若年者技能競技会　11月8日（岩手産業文化セ
ンター）

【県】
・技能競技大会の周知と積極的な参加の促進。

【職業能力開発協会】
引き続き大会への参加支援予定
・技能五輪全国大会　　　　　15名予定
・若年者ものづくり競技大会　13名予定

・卓越技能者表彰（現代の名工）
　引き続き、技能者の地位及び技能水準の向上を図る
ため候補者の選定に取組む。

・技能五輪全国大会（再掲）
　11月17日～21日（愛知県）

・技能者の地位と技能水準向上を図るため、岩手県卓
越技能者表彰を実施
　被表彰者数：毎年、概ね17名
（R4年度まで卓越技能者358名、青年卓越技能者238名
（R4はそれぞれ8名、11名）を表彰）

進捗状況
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　　目標達成度：Ａ－100％以上、Ｂ－80％以上100％未満、Ｃ－80％未満

（参考）R４年度 R５年度 達成度 担当

13人 15人 C 定雇室

Ｒ５年度実績 令和６年度の取組計画

(1)　県立
職業能力開
発施設

・学科構成：変更なし
・定員：変更なし

  

・社会情勢の変化や産業界のニーズ等に対応できるよ
う、検討を行う。

定雇室

・学生生活の充実、やや充実が90.3％
・情報系を中心にデジタル技術等の進展に対応し、Ｉ
ｏＴプラットフォームを取り入れた授業を展開。機械
系・建築系においても、情報系科目を通して、技術習
得を図った。
・企業見学、インターンシップの実施。

・引き続き、学生の期待に応える取組。
・トレンドを見極め、デジタルの進展に対応した授業
を構成。
・企業見学の再開、インターンシップの実施。 定雇室

・実施数　130コース
　定員　　2,252人
　受講者　1,831人
　（中止3コース）
〔企業ニーズを踏まえた主な研修内容〕
　◎離職防止をテーマとした研修
　　定員　　36人
　　受講者　15人
　◎業務自動化アプリの習得と導入を目指す研修
　（定員20人、受講15人）

・実施計画数　114コース
　計画定員　　2,041人
　（前年比：16コース減、211人減）
〔企業ニーズを踏まえた主な研修内容〕
　◎DX関連コース新設
　◎ISO関連コース追加 定雇室

・短期課程については、産業技術短期大学校、同水沢
校、宮古高等技術専門校、二戸高等技術専門校で４地
域に分かれて実施し、長期課程については、定住推
進・雇用労働室において実施した。

・引き続き、産業技術短期大学校、宮古高等技術専門
校、二戸高等技術専門校、定住推進・雇用労働室にお
いて、企業及び求職者の訓練ニーズを適切に捉えつ
つ、訓練支援体制を継続する。

定雇室

・現状の把握を進めた上で分析を進め課題の整理を進
めた。

・引き続き課題の整理を進めた上で対応案の検討を行
う。

定雇室

・職業大等研修参加者　31名（延べ85人日）
・初めての取組みとして、職業訓練指導員全体研修を
実施。

・職業訓練指導員研修等の受講によりIT分野等最先端
の学識・技術・技能を有した指導員を育成。
・熟練指導員からの日々のOJTを通じて、指導員とし
ての技能・技術・人間性を涵養。
・職業訓練指導員全体研修を実施。

定雇室

進捗状況

担当

③　在職者訓練の充実
［県］

技能検定受検合格
者数【再掲】 1,345人

各年度において
達成すべき目標

②　カリキュラムの充実
［県］

職業能力開発の基本的施策

５　職業能力開発施設等における産
業人材の育成の推進

①　学科・定員の必要に応
じた見直し［県］

④　離職者等再就職訓練の
訓練推進体制の継続［県］

⑤　再編整備基本計画に基
づく訓練環境の整備［県］

⑥　職業訓練指導員の育成
[県]

【目標】　項　目

技能五輪全国大会
の出場者数 30人

令和５年度の取組計画

・社会情勢の変化や産業界のニーズ等に対応できるよ
う、検討を行う。

・引き続き、学生の期待に応える取組。
・トレンドを見極め、デジタルの進展に対応した授業
を構成。
・企業見学の再開、インターンシップの実施

・実施計画数　125コース
　計画定員　　2,132人
　（前年比： １コース減、168人減）

〔企業ニーズを踏まえた主な研修内容〕
　◎離職防止をテーマとした研修
　◎業務自動化アプリの習得と導入を目指す研修

・引き続き、産業技術短期大学校、宮古高等技術専門
校、二戸高等技術専門校、定住推進・雇用労働室にお
いて、企業及び求職者の訓練ニーズを適切に捉えつ
つ、訓練支援体制を継続する。

・職業訓練指導員研修等の受講によりIT分野等最先端
の学識・技術・技能を有した指導員を育成。
・熟練指導員からの日々のOJTを通じて、指導員として
の技能・技術・人間性を涵養。

・現状の把握を進めた上で分析を進め課題の抽出を行
う。
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Ｒ５年度実績 令和６年度の取組計画

(2)　国の
職業能力開
発施設

・離職者訓練
　入所者数　延べ251人
　　テクニカルオペレーション科：29名
　　金属加工科　17名
　　電気設備技術科　48名
　　住宅施工技術科　68名
　
・在職者訓練
　73コース　380名実施（前年度比：31名増）

・離職者訓練
　定員：延べ343名（前年比：25名減）
　　テクニカルオペレーション科：60名
　　金属加工科　48名
　　電気設備技術科　60名
　　住宅施工技術科　60名
　
・在職者訓練
　実施計画数：260名（前年度比：10名増）

機構

(3)　職業
訓練法人

・実績　17団体（前年比１団体増） ・実施計画数　17団体（前年比１団体増）

定雇室

　　目標達成度：Ａ－100％以上、Ｂ－80％以上100％未満、Ｃ－80％未満

（参考）R４年度 R５年度 達成度 担当

83.7% 90.2% A 定雇室

担当５　職業能力開発施設等における産
業人材の育成の推進

令和５年度の取組計画

①　ものづくり分野の人材
育成のための訓練の実施
［機構］

①　認定職業訓練を行う事
業主等を支援［国、県］

【目標】　項　目

県立職業能力開発
施設における県内
に事業所がある企
業への就職率

在職者訓練の修了
者数（県実施分）
【再掲】

職業能力開発の基本的施策 進捗状況

・離職者訓練
　実施計画数：延べ368名（前年比：増減なし）
　　テクニカルオペレーション科：60名
　　金属加工科　52名
　　電気設備技術科　60名
　　住宅施工技術科　68名

・在職者訓練
　実施計画数：250名（前年比：増減なし）

実施計画数：16団体（前年比：増減なし）

各年度において
達成すべき目標

81.2%

1,880人
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